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青空が広がった 2010 年元旦－。
若宮神社（辺田見）には早朝から、
多くの家族連れなどが参道を埋めつくし
無病息災や新年の誓いを祈願し、参拝する光景が広がっていた。
さて、今年の干支は寅年―。
御船町には主役となる年男年女が1,512 人暮らしている。
そこで、寅年生まれの 9人に新年の抱負を伺ってみた。

（4・5ページに関連記事）
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健やかな年を願い長蛇の列健やかな年を願い長蛇の列

手作り門松で新年を共に
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年頭のごあいさつ 2010　January

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

町
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
明

る
い
新
春
を
ご
家
族
そ
ろ
っ
て
迎
え
ら
れ

た
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も

に
、
日
ご
ろ
か
ら
の
議
会
活
動
へ
の
ご
理

解
、
ご
支
援
に
心
よ
り
深
く
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

　

町
民
の
代
表
で
あ
る
町
議
会
は
、
主
権

者
で
あ
る
町
民
と
と
も
に
、
町
民
に
と
っ

て
身
近
な
存
在
と
な
る
よ
う
に
議
会
改
革

を
推
し
進
め
て
い
ま
す
。
そ
の
一
環
と
し

て
、「
議
会
報
告
会
」
を
一
昨
年
に
続
き
2

回
目
の
開
催
を
し
ま
し
た
。
皆
様
か
ら
い

た
だ
い
た
意
見
、
提
言
な
ど
を
全
員
協
議

会
で
協
議
し
ま
し
た
。
ま
た
、
要
望
な
ど

が
あ
っ
た
現
場
に
出
向
き
、
状
況
を
確
認

し
た
上
で
町
執
行
部
に
提
言
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ
れ
ま
で
取
り
組
ん
で
き
ま
し

た
議
会
改
革
を
再
確
認
し
、
町
民
の
皆
様

と
と
も
に
歩
む
議
会
を
さ
ら
に
明
確
に
す

る
た
め
、「
御
船
町
議
会
基
本
条
例
」
制
定

に
向
け
た
御
船
町
議
会
基
本
条
例
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
を
昨
年
11
月
29
日
に
開
催
し
ま
し

た
と
こ
ろ
、
約
4
5
0
名
の
参
加
を
い
た

だ
き
盛
大
に
催
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
「
御
船
町
議
会
基
本
条
例
」
は
、「
町
民

に
開
か
れ
た
」「
町
民
と
と
も
に
歩
む
」「
行

動
す
る
」
議
会
を
念
頭
に
、高
潔
性
を
持
ち
、

町
民
に
信
頼
さ
れ
る
議
会
を
目
標
と
し
て

い
ま
す
。そ
こ
で
、「
御
船
町
議
会
基
本
条
例
」

制
定
に
向
け
た
住
民
と
の
意
見
交
換
会
を

１
月
30
日
と
31
日
に
実
施
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、

多
く
の
町
民
の
皆
様
の
ご
参
加
を
お
願
い

し
ま
す
。

　

町
は
、
学
校
建
設
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

課
題
が
山
積
し
て
お
り
ま
す
が
、
議
会
は
、

町
民
の
皆
様
と
と
も
に
魅
力
あ
る
住
み
よ

い
ま
ち
づ
く
り
を
推
し
進
め
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
、
本
年
が
皆
様
に
お
か
れ
ま
し

て
希
望
に
満
ち
溢
れ
た
年
と
な
り
ま
す
こ

と
を
祈
念
申
し
上
げ
、
新
年
の
あ
い
さ
つ

と
い
た
し
ま
す
。

「町民に開かれた」「町民とともに歩む」

　　　　　　　「行動する」議会を目指します

議 会  assembly

御船町議会議長 

      田 中　隆 敏

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

町
民
の
皆
様
に
は
、
輝
か
し
い
年
を
お
迎

え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
平
素
よ
り
、
行
政
運
営
に
ご
理
解

と
ご
協
力
を
賜
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

昨
年
は
、
夏
の
衆
議
院
議
員
総
選
挙
で
各

党
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
（
国
民
と
の
約
束
）
に

よ
る
選
挙
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
、
民
主
党
連

立
政
権
が
誕
生
し
ま
し
た
。
各
党
の
政
策
論

争
が
連
日
マ
ス
コ
ミ
な
ど
で
取
り
上
げ
ら

れ
、
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
と
い
う
言
葉
も
広
く
国

民
に
浸
透
し
て
き
た
よ
う
で
す
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
御
船
町
は
マ
ニ
フ
ェ
ス

ト
型
行
政
運
営
を
宣
言
し
、
今
年
で
4
年
目

を
迎
え
ま
す
。
目
標
を
明
確
に
し
、
実
行
す

る
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
は
、
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

る
上
で
透
明
性
が
あ
り
、
後
か
ら
有
権
者
が

チ
ェ
ッ
ク
で
き
る
評
価
・
検
証
に
非
常
に
優

れ
た
「
道
具
」
で
あ
る
と
言
え
ま
す
。

　

昨
年
は
、マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
の
取
り
組
み
の
一

環
と
し
て
、給
食
セ
ン
タ
ー
建
設
の
意
思
決
定

に
お
い
て
、町
民
主
体
の
実
行
委
員
会
を
設
立

し
、
判
断
の
基
準
と
な
る
報
告
書
を
作
成
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
大
型
事
業
の
意
思
決

定
で
、
住
民
の
意
見
を
取
り
入
れ
る
一
連
の

プ
ロ
セ
ス
の
基
本
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
指
定
管
理
者

移
行
に
向
け
、
フ
ネ
ッ
ピ
ー
す
こ
や
か
ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
が
地
域
づ
く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム

を
開
催
す
る
な
ど
、
自
主
的
な
活
動
に
将
来

が
期
待
で
き
る
一
方
で
、
今
年
７
月
に
は
、

第
2
回
全
国
総
合
型
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
大
会

が
当
町
で
開
催
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
お

り
、
更
な
る
ス
ポ
ー
ツ
振
興
を
図
っ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

議
会
に
お
き
ま
し
て
も
、
議
会
基
本
条
例

制
定
に
向
け
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
す
る

な
ど
、
議
会
の
あ
り
方
に
つ
い
て
検
討
中
で

す
。
そ
の
ほ
か
、
各
嘱
託
区
、
商
工
会
な
ど

自
主
的
な
活
動
が
目
立
ち
、
町
民
、
議
会
、

行
政
の
そ
れ
ぞ
れ
が
活
発
化
し
、
御
船
町
が

地
方
分
権
時
代
に
お
け
る
元
気
な
町
へ
と
変

化
し
て
い
ま
す
。

　

本
年
は
、
ソ
フ
ト
事
業
と
し
て
、
協
働
ま

ち
づ
く
り
条
例
の
制
定
、
総
合
計
画
、
環
境

基
本
計
画
の
策
定
を
し
ま
す
。
ま
た
、
ハ
ー

ド
事
業
で
は
、
町
内
全
域
に
光
フ
ァ
イ
バ
ー

網
の
整
備
、
シ
ン
ボ
ル
ロ
ー
ド
の
整
備
、
御

船
小
学
校
の
改
築
な
ど
を
行
い
ま
す
。
こ
の

よ
う
に
、
重
要
施
策
が
数
多
く
あ
り
、
御
船

町
が
大
き
な
変
化
を
遂
げ
る
激
動
の
一
年
に

な
る
と
思
い
ま
す
。

　

今
年
も
町
民
参
画
に
よ
り
、
条
例
制
定
、

計
画
の
策
定
な
ど
を
実
行
し
て
い
こ
う
と
考

え
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
皆
様
に
も
町
政
に
関

心
を
持
っ
て
い
た
だ
き
、「
日
本
一
の
ま
ち

づ
く
り
」
を
互
い
に
目
指
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
ど
う
か
、
皆
様
に

と
っ
て
実
り
多
き
す
ば
ら
し
い
年
で
あ
る
こ

と
を
祈
念
申
し
上
げ
、
新
年
の
あ
い
さ
つ
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

日本一元気な町の実現に向けて

行 政  administration

御船町長 

      山 本　孝 二

御船町議会15名は一丸となって
「御船町議会基本条例」制定を目指しています
御船町議会15名は一丸となって
「御船町議会基本条例」制定を目指しています
御船町議会15名は一丸となって
「御船町議会基本条例」制定を目指しています



4Public Relations Mifune Town, 2010.�5

A  Happy  New  Year

御船町限定寅年生まれ人口調べ（平成22年1月12日現在）
年齢 生まれ年 男 女 計

96 
84 
72 
60 
48 
36 
24 
12 
0 

大正 3 年
大正 15 年・昭和元年

昭和 13 年
昭和 25 年
昭和 37 年
昭和 49 年
昭和 61 年
平成 10 年
平成 22 年
合　　計

3
67
102
182
117
93
83
93
0
740

20
88
110
187
102
107
80
75
3
772

23
155
212
369
219
200
163
168
3

1,512

山田五郎・小代里さんベビー（滝尾・0歳）
【平成 22 年 1 月生まれ】

園田 亀男 さん（高木・84 歳）
【大正 15 年 4 月生まれ】

山下 マツヱ さん（七滝・96 歳）
【大正 3年 9月生まれ】

中石 聖子 さん（滝尾・48 歳）
【昭和 37 年 5 月生まれ】

靏川 憲治 さん（水越・60 歳）
【昭和 25 年 8 月生まれ】

小森 敦子 さん（木倉・72 歳）
【昭和 13 年 6 月生まれ】

荒川 尚弥 さん（田代・12 歳）
【平成 10 年 3 月生まれ】

1 月 11 日午前 4 時 48 分、3210ｇの元気な女の子が誕
生しました。姉の琴音は「かわいい！」の第一声をあげ、
しばらくそばで見つめていました。これからのお姉
ちゃんぶりが楽しみです。元気で明るく素直な女の子
に育ってほしいと家族みんなで願っています。

小さいころから恐竜が
大好きで、化石の発掘
やいろんな石に興味を
持ち始め、今も石採集
は続けています。家の
近くで見つけた石を恐
竜博物館へ持って行っ
たら化石と判明、とて
もうれしかったです。
3月で小学校を卒業し
て、4月からは中学生
になります。体育や、
ほかの勉強もがんばり
たいです。

国学院大学神道文化学部
を卒業後、昨年の4月か
ら若宮神社で権禰宜とし
て神職の仕事をしていま
す。まだ祖父や母に教わ
りながら神社のことや人
間関係の大切さを勉強中
です。普段は境内の掃き
掃除などをしています。
休みの日には友達と映画
やドライブに出かけたり、
やっぱりまだまだ遊びも
楽しい年頃です!!

道山 加奈子 さん（辺田見・24 歳）
【昭和 61 年 8 月生まれ】

熊本市内の自動車部品の
販売会社で働いていま
す。休日は、妻と子ども
３人で川や海へ釣りに出
かけて仲良く過ごしてい
ます。今年も仕事を頑
張って、県外へ旅行して
家族サービスしたいです
ね。それと実家が野菜の
専業農家をしています。
たまには、父（　一さん）
の農作業を手伝って、親
孝行なんてのもいいん
じゃないですか。

熊本市内の運輸会社に
勤務し、休日には、兼
業の農業を営んでいま
す。15 年間続けてきた
出勤前の新聞配達は、
家族の支えがあってか
らこそ続けられたもの。
今年は還暦を迎えます。
初心に戻ると共に、健
康維持や趣味の園芸な
ども楽しみながら地域
づくりにも貢献してい
きたいと思っています。

役場の非常勤職員とし
て、家庭に出向き日常
生活の支援を必要とす
る方の状況調査や相談
など、介護認定の調査
員をしています。気が
つけば、これまで子育
てと仕事の両立で慌た
だしく過ぎてしまった
ような気がします。今
年は自分の時間をみつ
けて健康づくりに心が
けていきたいですね。

毎日、朝夕2回の犬の散
歩が日課。これまで大病
もせず健康に暮らしてい
ます。退職後60歳から剣
道をはじめて70歳で剣道
から居合道へ転向。現在
はスポーツセンターで週
3回の練習に励んでいま
す。今年は昇段試験6段
に挑戦することが目標で
す。

手足は少し不自由ですが、
週２回のデイサービスに
通って、体操やゲームを楽
しんでいます。デイサービ
スがお休みの日は、ご近所
に暮らす 100 歳のいとこ
（石村フジエさん）が遊び
に来てくれますので仲良く
おしゃべりを楽しんでいま
す。これからも二人で長生
き勝負をしたいですね !!

介護予防サポーターとして元気クラブ
への参加や、ご近所の一人暮らしのお
年寄りの話し相手をして、自らも楽し
みながら地域の方と過ごしています。
家庭では、嫁（智子さん）と一緒に、
洋裁や編み物を習うのも楽しみの一つ
です。今年もやはり一日一日を精一杯、
笑顔で暮らしていきたいと思います。

平成22年の干支は寅年―。総務省の発表では、日本全国で
年男年女は約1,034万人（平成22年１月１日現在）。
さて、気になる御船町では、1,512人が飛躍の年を迎えられ
ています。そこで、みふねに暮らす〝主役9人〟に新年の
抱負を聞いてみました。

栗永 尚哉 さん（上野・36 歳）
【昭和 49 年 7 月生まれ】

みふねの年男年女９人に
聞きました―。

ごん  ね 　ぎ

新 春 特 別 企 画
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財
政
健
全
化
の
推
進

①
歳
入
の
確
保

　

町
税
や
地
方
交
付
税
の
確
保
は
も
と
よ

り
、
現
時
点
で
考
え
ら
れ
る
あ
ら
ゆ
る

歳
入
の
確
保
に
努
め
る
。

②
事
業
の
見
直
し
の
徹
底

　

行
財
政
改
革
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
見
直
し
内

容
に
即
し
、
事
業
の
廃
止
、
休
止
や
新

規
事
業
の
調
整
。 

ま
た
、
職
員
が
持
っ

て
い
る
ノ
ウ
ハ
ウ
や
民
間
団
体
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
最
大
限
活
用
し
、
知
恵
と

工
夫
で
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
。

③
管
理
運
営
経
費
の
縮
減

　

施
設
の
維
持
管
理
は
、
契
約
全
般
に
わ

た
り
競
争
性
の
向
上
を
図
る
と
と
も

に
、
指
定
管
理
者
制
度
の
導
入
や
委
託

契
約
の
見
直
し
を
行
う
こ
と
な
ど
徹
底

し
た
経
費
削
減
。

④
予
算
調
整
範
囲
の
重
点
化
と
各
部
局
の

主
体
性
を
生
か
し
た
予
算
編
成

・

各
部
局
に
主
体
性
を
持
つ
予
算
編
成
と

し
、
そ
の
範
囲
内
で
各
部
局
が
権
限
と

責
任
を
持
っ
た
予
算
編
成
。

・

コ
ス
ト
意
識
を
徹
底
し
、
費
用
対
効
果

を
検
証
し
な
が
ら
効
率
的
な
運
用
。

・

ビ
ル
ド
＆
ス
ク
ラ
ッ
プ
と
事
業
の
終
期

設
定
を
徹
底
し
、
目
的
や
達
成
目
標
が

明
確
に
な
っ
て
い
る
か
の
検
討
。

⑤
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
の
推
進
お
よ
び
総
合
計

画
基
本
構
想
第
10
期
基
本
計
画
、
行
財

政
改
革
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
進
行
管
理

・

住
民
ニ
ー
ズ
を
十
分
に
把
握
し
た
う
え

で
の
緊
急
度
、
効
果
な
ど
に
よ
る
優
先

順
位
の
明
確
化
を
図
る
こ
と
に
よ
る
施

策
選
択
の
徹
底
。

⑥
新
規
重
点
枠
の
設
定

・

マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
58
項
目
中
、
平
成
22

年
度
に
優
先
的
に
実
施
す
る
も
の
や

総
合
計
画
に
基
づ
く
事
業
。

⑦
事
業
の
目
的
設
定
と
住
民
へ
の
説
明

・

予
算
編
成
作
業
の
透
明
性
の
向
上
、

積
極
的
な
情
報
提
供
の
観
点
か
ら
予

算
案
作
成
状
況
を
積
極
的
に
公
表
。

・

事
業
実
施
の
成
果
を
明
ら
か
に
し
、

住
民
へ
の
説
明
責
任
を
果
た
す
た
め
、

予
算
要
求
は
、
各
事
業
の
目
標
設
定

を
行
う
。
ま
た
、
当
初
予
算
の
主
要

な
目
標
を
公
表
し
、
決
算
時
な
ど
に

目
標
の
達
成
状
況
を
明
確
化
。

⑧
後
年
度
負
担
の
把
握

・

計
画
的
な
財
政
運
営
を
確
保
す
る
た

め
、
各
種
事
業
は
後
年
度
負
担
の
見

込
み
を
把
握
し
、
将
来
多
大
な
財
政

負
担
を
も
た
ら
さ
な
い
よ
う
検
討
。

・

新
規
事
業
や
施
設
整
備
は
、
計
画
段

階
か
ら
執
行
体
制
や
管
理
運
営
の
あ

り
方
に
つ
い
て
の
方
針
を
設
定
。

・

事
業
実
施
は
、
常
に
財
源
の
最
も
効

率
的
な
活
用
が
図
ら
れ
る
よ
う
配
慮

し
た
事
業
化
。

⑨
財
政
秩
序
の
確
保
お
よ
び
財
政
負
担

を
伴
う
事
業
の
調
整

・

国
、
県
、
受
益
者
な
ど
関
係
機
関
と

事
前
に
意
見
調
整
を
行
い
、
事
業
主

体
、
責
任
分
野
、
経
費
負
担
区
分
を

明
確
に
し
た
財
政
秩
序
の
確
保
。

予
算
編
成
の
要
領

　

町
民
意
識
、
経
済
、
社
会
情
勢
を
十
分

に
考
慮
し
て
、
各
種
施
策
の
優
先
順
位
、

重
点
化
を
進
め
た
予
算
編
成
を
基
本
と

し
、
次
の
よ
う
な
予
算
要
求
に
努
め
て
い

ま
す
。

1　

町
税

　
　

引
き
続
き
徴
収
努
力
を
行
い
、
滞
納

整
理
の
更
な
る
強
化
を
図
り
、
税
収
の

確
保
に
万
全
を
期
す
。
ま
た
、
国
民
健

康
保
険
税
、
介
護
保
険
料
、
町
営
住
宅

使
用
料
、
保
育
料
も
納
税
者
の
公
平
性

確
保
と
受
益
者
負
担
の
適
正
化
へ
の
更

な
る
対
応
が
不
可
欠
で
あ
る
。

2　

財
産
収
入

　
　

貸
付
け
料
な
ど
の
十
分
な
検
討
を
行

い
、
改
定
や
無
償
貸
付
け
の
有
償
化

に
努
め
る
。
ま
た
、
町
有
地
な
ど
で

今
後
利
用
が
見
込
ま
れ
な
い
も
の
は
、

積
極
的
に
売
却
の
検
討
を
す
る
。

3　

物
件
費

①
賃
金
は
、
業
務
別
に
年
間
の
所
要
人
員

を
十
分
に
協
議
し
、
安
易
な
臨
時
職

員
の
雇
用
は
避
け
る
。

②
消
耗
品
は
、
コ
ピ
ー
用
紙
代
が
相
当
額

と
な
っ
て
い
る
た
め
両
面
コ
ピ
ー
を

行
う
な
ど
節
減
に
努
め
る
。

③
電
気
、
ガ
ス
、
水
道
の
光
熱
水
費
は
、

徹
底
し
た
節
減
に
努
め
る
。

④
各
種
会
議
は
、
会
議
時
間
の
短
縮
に
努

め
、
昼
食
時
を
避
け
る
な
ど
食
糧
費

の
削
減
を
図
る
。

⑤
追
録
式
の
書
簡
や
月
刊
誌
な
ど
は
、
各

課
で
必
要
性
を
十
分
に
協
議
し
、
整

理
削
減
に
努
め
る
。

⑥
印
刷
物
は
、「
広
報
み
ふ
ね
」を
活
用
し
、

個
別
印
刷
物
の
発
行
を
控
え
る
。

⑦
委
託
料
は
、
委
託
の
目
的
や
内
容
、
効

果
を
十
分
検
討
し
、
積
算
根
拠
を
明

確
に
す
る
。

4　

補
助
費
等

　
　

負
担
金
や
補
助
、交
付
金
（
助
成
金
）

は
、前
年
度
の
実
績
に
よ
り
予
算
要
求
。

目
的
を
達
成
し
た
も
の
は
適
時
、
縮

小
見
直
し
、
休
止
、
廃
止
を
行
う
。

各
種
団
体
へ
の
補
助
金
は
、
原
則
と

し
て
見
直
し
を
図
る
。

5　

単
独
事
業

　
　

事
業
の
必
要
性
、
投
資
効
果
、
緊
急

性
を
十
分
に
検
討
し
、
優
先
順
位
を

付
け
、
計
画
的
・
重
点
的
に
計
上
す

る
こ
と
と
し
、
原
則
と
し
て
前
年
度

当
初
予
算
を
超
え
な
い
も
の
と
す
る
。

ま
た
、
起
債
事
業
も
償
還
金
の
影
響

を
考
慮
検
討
し
た
う
え
で
長
期
的
視

点
に
た
っ
た
も
の
と
す
る
。

問　

企
画
財
政
課
財
政
係
（
内
線
2
2
3
）

予算予 算
予
算
編
成
の
基
本
方
針

　

平
成
22
年
度
予
算
編
成
は
、
事
務
事
業

の
年
度
推
移
な
ど
事
業
費
の
動
向
に
留
意

し
な
が
ら
、
常
に
事
務
事
業
の
見
直
し
を

念
頭
に
置
い
て
、
役
場
の
各
担
当
課
か
ら

次
の
よ
う
な
予
算
要
求
を
行
う
ル
ー
ル
を

決
め
て
い
ま
す
。

1　

財
政
健
全
化
の
視
点

①
持
続
可
能
な
財
政
運
営
へ
の
転
換

　

経
常
経
費
の
削
減
と
公
債
費
の
抑
制
。

②
施
策
、
事
務
事
業
の
見
直
し

　

旧
来
型
の
発
想
か
ら
脱
却
し
、
時
代
に

即
し
た
施
策
、
事
務
事
業
の
範
囲
・

水
準
の
見
直
し
。

③
施
策
の
選
択
と
集
中

・

地
域
の
活
性
化
や
住
民
生
活
の
安
全
・

安
心
対
応
な
ど
へ
の
財
源
の
重
点
配
分
。

・
住
民
生
活
の
根
幹
を
支
え
る
も
の
か
と

い
う
視
点
で
の
施
策
選
択
。

④
役
割
分
担
の
明
確
化

　

公
的
部
門
と
民
間
、住
民
の
役
割
分
担
。

⑤
住
民
の
視
点
と
説
明
責
任

　

住
民
主
体
の
町
政
の
推
進
、
財
政
状
況

な
ど
の
情
報
公
開
。

⑥
効
率
性
と
成
果
の
重
視

　

費
用
対
効
果
の
検
証
、
民
間
委
託
な
ど

の
推
進
、
成
果
主
義
の
徹
底
。

⑦
受
益
者
負
担
の
明
確
化

　

受
益
者
負
担
の
適
正
化
。

⑧
職
員
の
意
識
改
革

・

財
政
状
況
に
対
す
る
危
機
意
識
・
コ
ス

ト
意
識
の
徹
底
、
迅
速
か
つ
効
率
的

な
職
務
の
遂
行
。

・

住
民
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
。

平
成
22
年
度

当
初
予
算
編
成
ス
タ
ー
ト

　

町
で
は
、
平
成
22
年
度
の
予
算
編
成
作
業
に
入
っ
て
い
ま
す
。
山
本
孝
ニ
町
長
の
マ
ニ

フ
ェ
ス
ト
に
、「
予
算
案
の
策
定
段
階
か
ら
公
表
し
て
、
各
種
計
画
や
予
算
案
に
反
映
さ
せ

る
こ
と
に
よ
り
、
町
民
と
一
体
と
な
っ
た
町
政
を
目
指
す
」
と
あ
り
ま
す
。
そ
の
取
り
組

み
の
一
環
と
し
て
、
予
算
編
成
の
ル
ー
ル
を
抜
粋
し
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

な
お
、
予
算
に
関
す
る
ご
意
見
、
ご
質
問
は
、
役
場
の
担
当
課
、
ま
た
は
財
政
係
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

ふ
る
さ
と
の
再
生
と
創
造―

。

　
　
　
　

最
小
の
経
費
で
最
大
の
効
果
を平成22年度も御船町の将来を見据えた効果的

な予算編成と運用を目指します
（Photo／高木保育園運動会）

町長は来年度の予算編成方針を策定して、役
場の各部局に通知。予算編成の説明会後、各
部署から財政部局へ歳入歳出予算を要求。

予算編成のおおまかな流れ

平成21年11月上旬～12月下旬　

当初予算の執行開始。年度途中、国や県によ
る事業の制度改正や災害など当初予算で見込
めなかった経費は、補正予算で対応。

平成22年4月～

財政部局は、国や県などの情報を基に依存財
源（地方交付税、補助金など）の歳入見込を
計算。さらに、自主財源（町税、財産収入など）
を加えた歳入総額（収入）を見込み、これに
歳出総額（支出）を合わせるため、予算査定（ヒ
アリング）を実施。

平成22年１月

財政部局での予算査定後、町長査定を実施し、
予算案が確定。議会へ予算案を提出するため、
議案や予算説明書を作成。

平成22年2月上旬　

3 月定例議会で、予算案の審議、議決。
平成22年3月上旬～中旬　　　　
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新
型
イ
ン
フ
ル
ワ
ク
チ
ン

小
学
4
年
〜
高
校
生
等
前
倒
し

問　

保
健
衛
生
課
保
健
予
防
係
（
内
線
1
6
6
）

保健保 健
　

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
の
予

防
接
種
が
一
部
前
倒
し
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

対
象
者
は
、①
１
歳
児
未
満
の
保
護
者

②
小
学
４
年
生
〜
６
年
生
③
中
学
生
、
高

校
生―

で
す
（
左
表
）。
予
防
接
種
希
望

の
方
は
県
へ
直
接
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

県内のワクチン接種スケジュール（12月14日改定）

※斜線の部分が新たに変更となっています。
　今後、県内の優先接種スケジュールは、ワクチン供給の状況に応じて、変
更となる可能性もあります。県の公表に十分ご注意ください。

10月 11月 12月 1月 2月 3月

10／23～10／23～10／23～

医療従事者

妊婦、基礎疾患がある人（最優先者）

１

２

11／16～11／16～11／16～

その他の基礎疾患がある人３

１歳児４

12／3～12／3～12／3～

11／19～11／19～11／19～

２歳～小学３年生５

小学4～6年生、1歳児未満の保護者など６

中学生、高校生７

65歳以上８

12／3～12／3～12／3～

12／28～12／28～12／28～

12／28～12／28～12／28～

１月中旬予定１月中旬予定１月中旬予定

インフルエンザ総合相談窓口

☎333‒2240
御船保健所

☎282‒0016

介
護
認
定
者
は
税
金
の
申
告
で

障
害
者
控
除
が
適
用
さ
れ
ま
す

問　

福
祉
課
介
護
保
険
係
（
内
線
1
5
7
）

　

65
歳
以
上
で
要
介
護
認
定
を
受
け
て
い

る
方
は
、
税
金
（
所
得
税
、
住
民
税
）
の

申
告
を
さ
れ
る
際
に
、「
障
害
者
控
除
対

象
者
認
定
書
」（
＝
認
定
書
）
を
提
出
さ

れ
る
と
、
税
金
の
控
除
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

認
定
書
の
発
行
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

介
護
保
険
被
保
険
者
証
を
ご
持
参
の
上
、

介
護
保
険
係
窓
口（
役
場
正
面
駐
車
場
左
）

で
申
請
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
認

定
書
発
行
の
手
数
料
は
無
料
で
す
。

　

な
お
、
認
定
書
の
交
付
は
、
申
請
を
さ

れ
て
か
ら
数
日
後
と
な
り
ま
す
。

※

身
体
障
害
者
手
帳
な
ど
で
税
金
の
控
除

を
受
け
て
い
る
方
は
、
認
定
書
の
手

続
き
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

介護介 護

※判定基準は、平成21年12月31日現在となります。
　また、所得税控除と住民税控除は、税金の計算で本人の所
得から差し引かれる金額です。被扶養者となられる場合
には、別に控除されます。

要介護
4・5

判定基準

手続きのできる期間

2月1日（月）～3月16日（火）

特別障害者　になります

所得税控除

40万円
住民税控除

30万円

障害者　になります

非該当　になります

所得税控除

税金（所得税、住民税）の控除対象
となりません

27万円
住民税控除

26万円

要介護
1・2・3

要支援
1・2

県
外
公
売
会
へ
の
参
加
と

期
間
限
定
の
入
札
を
開
催

問　

税
務
課
徴
収
係
（
内
線
1
3
6
）

　

佐
賀
県
鹿
島
市
で
12
月
12
日
、
佐
賀
県

税
事
務
所
や
近
隣
市
町
が
合
同
で
開
催
し

た
公
売
会
に
御
船
町
か
ら
参
加
し
て
、
滞

納
者
か
ら
差
し
押
さ
え
た
ア
ク
セ
サ
リ
ー

や
日
用
品
セ
ッ
ト
な
ど
の
物
件
を
出
品
し

ま
し
た
。
さ
ら
に
、
酒
類
だ
け
を
限
定
し

て
、
12
月
16
日
か
ら
12
月
18
日
ま
で
、
期

間
入
札
で
の
公
売
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

熊
本
県
内
の
市
町
村
で
県
外
の
公
売
会

に
参
加
し
た
の
は
、
御
船
町
が
初
め
て
の

こ
と
で
、
ま
た
、
同
一
物
品
の
期
間
限
定

に
よ
る
入
札
は
全
国
的
に
も
珍
し
い
取
り

組
み
で
す
。

　

御
船
町
で
は
、預
貯
金
の
差
し
押
さ
え
、

家
宅
捜
索
を
強
化
実
施
し
な
が
ら
、
納
税

意
識
の
改
善
を
図
っ
て
い
ま
す
。

税金税 金
第2回　熊本県・市町村合同公売会の実績

　（12月11日／益城町体育館）

来場者数　   526人 落札数　　 　 　 682品
（74品）

出品数　  　 802品
（86品）

買受代金　  1,748,058円
（202,955円）

佐賀県合同公売会の実績
　　　　　　　　　（12月12日／佐賀県鹿島市林業体育館）

来場者数　   120人 落札数  　 　 　  225品
（19品）

出品数　  　 346品
（55品）

買受代金　    253,415円
（20,065円）

第4回　御船町公売会の実績（酒類限定）
　　　　　　　（12 月16日～18 日/御船町役場1階ロビー）

来場者数　   101人 落札数  　 　　 　 24品

※カッコ内は御船町分の実績です。
※買受代金はすべて滞納者の税金に充てられます。

出品数　  　 24品 買受代金 　　  51,573円

問　

総
務
課
地
域
・
防
災
係
（
内
線
2
1
4
）

消防消 防
　

寒
く
な
る
と
、
生
活
に
欠
か
せ
な
い
暖

房
器
具
。
し
か
し
、
誤
使
用
や
不
注
意
で

火
災
と
な
る
危
険
性
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
火
災
の
予
防
方
法
や
初
期
動

作
な
ど
を
上
益
城
消
防
組
合
消
防
本
部
の

中
川
政
宏
係
長
に
話
を
伺
い
ま
し
た
。

暖
房
は
使
用
前
に
必
ず
確
認

　

御
船
町
で
は
、
昨
年
11
月
上
旬
か
ら
12

月
中
旬
ま
で
の
間
に
住
宅
火
災
が
立
て
続

け
に
4
件
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

冬
場
は
、
石
油
ス
ト
ー
ブ
や
フ
ァ
ン

ヒ
ー
タ
ー
、
ハ
ロ
ゲ
ン
ヒ
ー
タ
ー
な
ど
の

暖
房
器
具
を
日
常
で
使
う
こ
と
が
多
く
な

り
ま
す
が
、
誤
っ
た
使
い
方
や
不
注
意
で

火
災
と
な
る
こ
と
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

そ
の
た
め
に
、
火
災
に
対
す
る
普
段
か

ら
の
予
防
意
識
や
習
慣
が
大
切
で
す
。
暖

房
器
具
を
使
う
前
に
は
必
ず
、「
洗
濯
物

を
上
に
干
し
て
い
な
い
か
」「
カ
ー
テ
ン

の
近
く
で
使
用
し
て
い
な
い
か
」「
周
辺

に
燃
え
や
す
い
も
の
や
布
団
は
な
い
か
」

な
ど
を
し
っ
か
り
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

さ
ら
に
給
油
す
る
際
、
灯
油
と
ガ
ソ
リ
ン

を
誤
っ
て
入
れ
な
い
よ
う
に
容
器
を
は
っ

き
り
区
別
す
る
こ
と
、
火
の
近
く
に
は
容
器

を
置
か
な
い
こ
と
、
そ
し
て
燃
料
が
漏
れ
て

い
た
ら
絶
対
に
使
用
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

火
災
は
身
の
安
全
が
最
優
先

　

万
が
一
、火
災
が
発
生
し
た
場
合
に
は
、

ま
ず
大
声
で
周
囲
に
火
災
を
知
ら
せ
て
、

消
防
署
へ
の
通
報
を
お
願
い
し
て
く
だ
さ

い
。
次
に
初
期
消
火
で
す
が
、
身
の
安
全

を
最
優
先
に
消
火
器
な
ど
を
使
っ
て
行
い

ま
す
。
た
だ
し
、
天
井
に
火
が
ま
わ
っ
た

ら
、
迷
わ
ず
家
の
外
に
避
難
し
て
、
絶
対

に
家
の
中
に
は
戻
ら
な
い
で
く
だ
さ
い
。

何
よ
り
も
身
の
安
全
を
確
保
す
る
こ
と
が

大
事
で
す
。

住
宅
火
災
が
続
発
し
て
い
ま
す

日
常
か
ら
暖
房
器
具
の
確
認
を

Ｉｎｔｅｒｖｉｅｗ

予防課予防係長

中川  政宏 さん

上
益
城
消
防
署
組
合
消
防
本
部

上
益
城
消
防
署
組
合
消
防
本
部

上
益
城
消
防
署
組
合
消
防
本
部
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問　

税
務
課
課
税
係
（
内
線
1
3
2
〜
1
3
4
）

申告申 告
住
民
税
の
申
告
が
必
要
な
方

▽
営
業
、
農
業
、
不
動
産
な
ど
の
事
業
所

得
が
あ
っ
た
方

▽
給
与
以
外
に
収
入
が
あ
っ
た
方

▽
年
途
中
で
仕
事
を
退
職
し
て
、
再
就
職

さ
れ
て
い
な
い
方

▽
無
収
入
の
方

事
業
所
得
の
申
告
方
法

▽
営
業
、
農
業
、
不
動
産
な
ど
の
事
業
所

得
は
、
す
べ
て
収
支
計
算
で
の
申
告

と
な
り
ま
す
。
作
成
さ
れ
た
収
支
内

訳
書
、
収
入
金
額
や
必
要
経
費
な
ど

の
分
か
る
書
類
、
領
収
書
を
ご
持
参

く
だ
さ
い
。

※

収
支
内
訳
書
を
作
成
さ
れ
て
い
な
い
方

は
、
順
番
待
ち
の
方
に
ご
迷
惑
が
掛

か
り
ま
す
の
で
、
控
室
で
の
作
成
を

お
願
い
し
ま
す
。

▽
小
作
・
土
地
の
賃
貸
料
は
不
動
産
収
入

で
す
。
必
ず
申
告
さ
れ
て
く
だ
さ
い
。

申
告
の
必
要
が
な
い
方

▽
確
定
申
告
書
を
熊
本
東
税
務
署
に
提
出

さ
れ
る
方

▽
給
与
所
得
者
で
年
末
調
整
が
済
ん
で
い

て
、
ほ
か
に
所
得
が
な
い
方

税
務
署
へ
ご
確
認
く
だ
さ
い

▽
株
や
土
地
の
譲
渡
、
住
宅
借
入
金
等
特

別
控
除
、
医
療
費
控
除
の
申
告
を
さ

れ
る
方
は
、
事
前
に
税
務
署
窓
口
や

電
話
で
十
分
に
説
明
を
聞
か
れ
て
く

だ
さ
い
。
申
告
の
際
は
、
資
料
を
整

理
さ
れ
て
か
ら
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

も
う
ま
も
な
く
税
の
申
告
で
す

書
類
の
準
備
を
お
願
い
し
ま
す

　

平
成
22
年
度
住
民
税
（
町
県
民
税
）
と
国
民
健
康
保
険
税
の
申
告
時
期
と
な
り
ま
し
た
。

今
年
も
申
告
相
談
を
行
い
ま
す
。
各
地
区
の
相
談
日
に
申
告
を
さ
れ
て
く
だ
さ
い
。

　

こ
の
申
告
は
、
平
成
21
年
中
（
1
月
〜
12
月
）
の
収
入
・
所
得
を
申
告
す
る
も
の
で
す
。

申
告
を
さ
れ
な
い
と
、
所
得
証
明
書
な
ど
の
各
種
証
明
書
の
交
付
、
国
民
健
康
保
険
税
の
減

額
措
置
を
受
け
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

申告相談に必要なもの 申告日程

受付時間

場　　所

▽印かん

▽障がい者手帳、療育手帳、精神障がい者
保険福祉手帳、障害者控除対象者認定書
（介護保険係で発行します。詳しくは9
ページをご覧ください）

▽源泉徴収票（給与所得者、年金受給者）

▽事業所得（営業、農業、不動産）の収支
内訳書

▽生命保険料控除や地震保険料控除がある
方は、支払保険料の控除証明書

▽医療費控除を受ける方は、支払った医療
費の領収書および、記入・計算済の明細
書（役場税務課課税係窓口常備）

▽寄附金控除を受ける方は、市区町村が発
行した証明書や領収書

▽所得税の振替納税をされる方は、①申告
されるご本人の金融機関の口座番号のメ
モ②通帳に登録されている印かん―をご
持参ください

2月15日（月）～3月16日（火）

【 午前 】　午前9時～11時　　
【 午後 】　午後1時～3時30分

1指定された地区の申告を優先して行いま
す。指定日以外の申告は、多少お待ちい
ただきます。
2電話での申告受付の予約はできません。
3受付時間は、午後3時30分を厳守します。
　時間を過ぎたら閉鎖します。
4休日受付（2月21日・28日）は、平日の
申告に来られない方のための開設日です。
　受付人数が多い場合、職員数の都合上、
午前の受け付けは50人で締め切らせてい
ただきます。

役場3階大会議室

　2月19日㊎は、役場に税
務署職員と税理士が来庁し
て、申告の応対をされます。
　株や土地（売買）の譲渡
収入（九州横断道路、国道
の用地買収）がある方は、
この日をご利用ください。

熊本東税務署では、
確定申告センターを
2月15日（月）～
　　　　3月15日（月）
まで開設します。
所得税や贈与税、消費税の
申告が必要な方はご利用く
ださい。
※2月21日（日）・28日（日）は、
休日の申告を行います。

▼受付時間
午前9時～午後4時

▼場　所
ダイエー熊本店2階
　　　　　（熊本市大江）

▼駐車場
無料駐車場なし。公共交
通機関をご利用ください。

▼問い合わせ
　熊本東税務署
　☎369‒5566

税務署からの
　　　　お知らせ

譲渡所得のある方へ

確定申告センターが
開設されます

2月15日(月 )

2月16日(火 )

2月17日(水 )

2月18日(木 )

2月19日(金 )

2月21日(日 )

2月22日(月 )

2月23日(火 )

2月24日(水 )

2月25日(木 )

2月26日(金 )

2月28日(日 )

3月1日(月)

3月2日(火)

3月3日(水)

3月4日(木)

3月5日(金)

3月8日(月)

3月9日(火)

3月10日(水 )

3月11日(木 )

3月12日(金 )

3月15日(月 )

3月16日(火 )

期　日 午　前 午　後

牧の原、下山、玉来

上田代、間所

南田代第３・４区

茶屋の本、八勢

下迎町、今城

申告期間中の平日に来られない方はご利用ください

椎の尾、滝園

向山、小川野

６丁目、瓜山

上辺田見

横野、田迎

申告期間中の平日に来られない方はご利用ください

日向、古閑原

上迎町、旭町、桜町

東上野（下・中・上）、釜出

古閑迫、松の生

甘木

中野、水源、木戸屋

大内、馬立、粒麦

浅の藪、餅畑

北木倉

秋只

小路、浄光寺、足水

予備日

田畑、町、有水、五ヶ瀬

西木倉

西往還、宗心原

玉虫

高山

牛ヶ瀬１区、上荒瀬

木の末、藤木、吹野

南木倉

上梅木、下梅木

１・２丁目

南田代第１・２区

中辺田見、下辺田見

牛ヶ瀬２区、下荒瀬

３・４・５丁目

下高野

小坂

陣

下鶴、川内田、竹の迫

上高野

万ヶ瀬、増見鶴

河内、落合、片志和

　階段の昇り降りが不自由な方は、1階税務課窓口で応対します。
　ここ数年、「3階での待ち時間が嫌」という理由だけで、1
階での受け付けを強要される方がごく少数いらっしゃいます。
この行為は、3階で順番待ちをされている方々に対して失礼で
すし、トラブルの基になりかねません。正当な理由がない限
り、3階会場までお越しください。

ご協力くださいご協力くださいご協力ください
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「
御
船
川
」が
農
業
振
興
の
鍵

目
指
す
先
は
循
環
型
の
確
立

問　

総
務
課
秘
書
係
（
内
線
2
0
3
）

政策政 策
明
日
の
農
業
に
変
革
の
兆
し

ブ
ラ
ン
ド
野
菜
で
突
破
口
を

　

3
回
目
と
な
っ
た
意
見
交
換
会
で
は
、

マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
の
柱
6「
産
業
の
振
興
に

よ
る
経
済
の
活
性
化
を
実
現
」
に
含
ま
れ

る
「
地
域
性
を
生
か
し
た
生
産
体
制
の
確

立
を
図
る
。
循
環
型
農
業
を
確
立
し
、
ブ

ラ
ン
ド
化
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
性
を
確
立
し
、

直
売
所
を
生
か
す
」
が
評
価
・
検
証
に
選

ば
れ
ま
し
た
。

　

担
当
の
経
済
振
興
課
で
は
、①
吉
無
田

高
原
野
菜
の
指
導
②
水
前
寺
菜「
御
船
川
」

の
ブ
ラ
ン
ド
化
③
町
内
直
売
所
で
特
産
品

Ｐ
Ｒ―

な
ど
の
事
業
を
取
り
組
み
と
し
て

説
明
（
下
表
）。
こ
の
取
り
組
み
は
、
御

船
町
の
地
域
性
を
生
か
し
た
野
菜
の
生
産

体
制
の
確
立
に
よ
る
ブ
ラ
ン
ド
化
を
図

り
、
循
環
型
農
業
を
目
指
す
も
の
で
す
。

取
り
組
み
の
中
で
、
野
菜
生
産
農
家
へ
の

指
導
に
よ
る
生
産
管
理
、
技
術
の
向
上
、

経
営
規
模
拡
大
や
水
前
寺
菜
「
御
船
川
」

を
使
っ
た
メ
ニ
ュ
ー
と
商
品
開
発
な
ど
を

実
績
と
説
明
。
さ
ら
に
、
水
前
寺
菜
「
御

船
川
」
を
は
じ
め
と
し
た
地
元
産
野
菜
の

販
売
促
進
を
成
果
と
し
て
挙
げ
ま
し
た
。

農
家
の
経
営
努
力
は
高
評
価

課
題
は
町
内
で
の
生
産
消
費

　

経
済
振
興
課
か
ら
の
事
業
説
明
を
受
け

て
、
評
価
・
検
証
（
10
項
目×
10
点
満
点
）

を
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
形
式
で
行
い
、
次
の

よ
う
な
意
見
を
も
と
に
採
点
さ
れ
ま
し
た

（
13
ペ
ー
ジ
表
）。

❶
数
値
目
標
、
達
成
期
限
、
財
源
、
手
法

・

こ
の
（
意
見
交
換
会
）
資
料
を
見
て
も

わ
か
ら
な
い
人
が
多
い
と
思
う（
6
点
）

❷
地
域
の
事
情
や
住
民
ニ
ー
ズ
、
有
効
性

・

地
理
的
条
件
で
の
差
が
あ
る
。
地
域
で

努
力
さ
れ
た
効
果
が
見
ら
れ
る（
9
点
）

・

ア
ン
ケ
ー
ト
は
一
部
の
町
民
だ
け
で
な

く
役
場
な
ど
に
設
置
（
3
点
）

❸
地
域
の
分
権
・
自
立

・

農
家
の
自
覚
の
跡
が
見
ら
れ
、
経
営
感

覚
が
め
ざ
め
た
（
9
点
）

・

確
立
さ
れ
れ
ば
地
域
の
発
展
に
つ
な
が

る
と
思
う
（
8
点
）

・

生
産
者
の
向
上
に
つ
な
が
る
（
6
点
）

❹
住
民
に
対
す
る
周
知
・
説
明

・

Ｐ
Ｒ
は
評
価
で
き
る
が
、
説
明
、
報
告

は
な
い
（
4
点
）

・

当
事
者
は
わ
か
る
が
、
部
外
者
は
わ
か

ら
な
い
（
3
点
）

❺
町
長
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

・

農
業
振
興
に
力
を
注
い
で
い
る
。
職
員

の
意
欲
が
み
ら
れ
る
（
8
点
）

❻
市
民
団
体
の
理
解
・
協
力

・

連
携
が
十
分
と
は
思
え
な
い
（
3
点
）

❼
推
進
体
制
（
組
織
機
構
）・
実
行
計
画

・

結
果
に
対
す
る
検
証
が
不
十
分（
4
点
）

・

計
画
の
実
効
性
や
進
行
具
合
が
よ
く
わ

か
ら
な
い
（
2
点
）

❽
評
価
、
検
証
、
満
足
度

・

十
分
な
検
証
や
評
価
と
は
い
え
な
い
。

修
正
や
改
善
に
活
か
し
て
欲
し
い
と

願
い
を
こ
め
て
（
6
点
）

・

町
民
の
意
識
が
う
す
い
よ
う
な
気
が
す

る
（
5
点
）

❾
課
題
の
解
決
、
住
民
の
生
活
向
上

・

住
民
の
消
費
が
進
ん
で
い
な
い（
2
点
）

10
問
題
意
識
や
課
題
検
討

・

す
べ
て
は
こ
れ
か
ら･･･

。
期
待
を
こ

め
て
（
6
点
）

循
環
型
農
業
の
確
立
を
再
検
討

水
前
寺
菜
の
栄
養
価
に
焦
点
を

　

意
見
交
換
会
の
総
評
で
、
神
吉
信
之

氏
（
ロ
ー
カ
ル
・
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
推
進

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
九
州
代
表
）
は
、「（
農
業
）

所
得
を
増
や
し
、
地
域
の
自
立
に
貢
献

で
き
る
産
業
と
し
て
計
画
を
立
て
、
経

営
的
な
考
え
方
を
取
り
入
れ
る
こ
と
が

重
要
だ
と
思
う
。（
農
業
の
）
経
営
的
な

考
え
方
は
、
行
政
は
持
っ
て
い
な
い
の

で
、（
農
業
）
関
係
者
と
一
緒
に
取
り
組

ん
で
い
く
こ
と
が
大
事
。（
取
り
組
み
の

中
で
）
オ
リ
ジ
ナ
ル
性
、
ブ
ラ
ン
ド
化

が
中
心
に
な
り
、
循
環
型
農
業
な
ど
、

ほ
か
の
部
分
が
出
来
な
か
っ
た
の
は
反

省
す
べ
き
点
。
全
国
的
に
循
環
型
の
農

業
の
確
立
は
課
題
に
な
っ
て
い
る
。
ほ

か
の
自
治
体
で
は
、
地
域
通
貨
を
導
入

し
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。

仕
組
み
づ
く
り
は
、
関
係
者
が
絡
み
や

す
い
よ
う
な
中
間
的
な
組
織
を
つ
く
り

運
用
し
て
い
く
こ
と
も
一
つ
の
手
段
で

は
な
い
か
と
思
う
」
と
コ
メ
ン
ト
。

　

山
本
孝
二
町
長
は
、「
農
業
政
策
は
、

い
か
に
収
入
を
得
る
の
か
が
大
事
に

な
っ
て
く
る
。
事
例
と
し
て
、
葉
っ
ぱ

産
業
で
有
名
な
徳
島
県
上
勝
町
は
、
人

口
2
千
人
程
度
の
町
で
、
高
齢
者
の
方

が
光
フ
ァ
イ
バ
ー
と
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

を
使
っ
て
事
業
を
展
開
し
て
い
る
。
ま

た
、
鹿
児
島
県
鹿
屋
市
の
柳
谷
地
区
で

は
、1
3
0
世
帯
で
循
環
型
農
業
の
焼
酎

を
つ
く
っ
て
、
行
政
に
頼
ら
な
い
村
づ

く
り
を
実
施
し
て
い
る
。
事
例
を
踏
ま

え
、
水
前
寺
菜
を
い
か
に
売
り
込
ん
で

い
く
か
を
考
え
た
と
き
に
、
栄
養
価
な

ど
を
焦
点
に
売
り
込
ん
で
い
け
ば
効
果

が
あ
る
と
感
じ
た
」
と
農
業
振
興
の
足

が
か
り
と
し
た
水
前
寺
菜
の
商
品
戦
略

を
求
め
て
総
括
さ
れ
ま
し
た
。

　

マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
（
公
約
）
の
進
ち
ょ
く
状
況
を
町
民
の
目
線
か
ら
評
価
・
検
証
を
す
る

意
見
交
換
会
が
12
月
17
日
、
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
、
担

当
課
の
事
業
取
り
組
み
に
対
し
て
の
町
民
評
価
を
整
理
し
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

すいぜんじな
熊本県ふるさと伝統野菜。抗ガン効果のあるク
ロロゲン酸（ポリフェノールの一種）は、ホウ
レン草やキャベツの約 50 倍。ビタミンＡやＣ、
血圧降下作用を持つカリウムイオンも豊富。生
活習慣病の予防にも効果的で、ストレスの多い
現代社会人にとって欠かせない野菜として注目
を集めている。

水前寺菜「御船川」をチェック水前寺菜「御船川」をチェック水前寺菜「御船川」をチェック

①吉無田高原野菜の指導
町の営農指導員による吉無田高原野
菜の生産農家へ巡回指導

③町内直売所で特産品ＰＲ
町内直売所で試食販売やチラシの配布
をして、御船町の特産品としてＰＲ

生産者の生産管理、技術
の向上と経営規模の拡大、
生産意欲の向上

新しい作物の生産指導に
より、収入が得られた

地元産野菜の販売促進に
つながっている

主な取り組み 効果・成果 期限
（年月）

達成度
（％）

実施年度
Ｈ19 Ｈ20 Ｈ21

―

―

―

○

○

○

○

○

○

―

―

――

23年
3月

23 年
3 月

評価・検証の内容（10項目×10点満点）

総合評価の目安

❶　数値目標、達成期限、財源、手法

❷　地域の事情や住民ニーズ、有効性

❸　地域の分権・自立

❹　住民に対する周知・説明

❺　町長のリーダーシップ

❻　市民団体の理解・協力

❼　推進体制（組織機構）・実行計画

❽　評価、検証、満足度

❾　課題の解決、住民の生活向上

10　問題意識や課題検討

0点 10点 30点 70点50点 90点 100点

改善点が多い 高く評価できる
部分的に
評価できる

ほとんど
評価できない

まったく
評価できない

改善点はあるが
評価できる

4 点

5 点

5 点

5 点

7 点

6 点

5 点

4 点

4 点

4 点

総合評価

※総合評価は、意見交換会に参加された
　町民 26 人の平均点です。

49点形
式
・
妥
当
性

効　

果

推
進
・
進
ち
ょ
く
度

平均点

や
ね
だ
ん
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まちのまちまちのわだいわだいわだいまちのまちまちのわだいわだいわだい

身近な話題や情報をおまちしています。ご連絡は役場広報担当（☎282‒1111）までお気軽に。

森の学習とみんなの森植樹祭

御船の大地を潤す森の役割

アイデアロボコン九州中学生大会

史上最多５チームが全国大会へ

　12月5日と6日、第11回創造アイデアロボットコン
テスト九州地区中学生大会が佐賀県鳥栖市で開催。県
代表として出場した御船中学校（西村登校長、526人）が
3部門で上位入賞を果たし、5チームが全国大会への
切符を手にしました。大会には、九州・沖縄8県から
99チームが出場。競技は、ごみを回収するお掃除ロ
ボットでタイムを競う授業内部門、ボールを拾い集め
てコート端に立てられた板にボールを並べて得点とタ
イムを競う応用部門、かごに玉を入れて得点を競う九
州オリジナル部門の、予選リーグのトーナメント方式
で行われました。その結果、授業内部門で「スイッチ」
が、九州オリジナル部門で「継魂」がトーナメント戦を
制し、2部門で御船中が優勝を飾りました。そのほか、
応用部門で「ロボハート」と「チームトラスト」が3位入
賞、授業内部門で「以心伝心」がアイデア賞を獲得して、
御船中史上最多の5チームが全国大会出場を決めまし
た。なお、全国大会は、1月23日と24日に東京都の千寿
桜堤中学校で開催。2年連続4回目の全国制覇をかけ
て出場するチームは次のとおりです（出場部門・チー
ム別、順不同敬称略）。
【授業内部門】
▽スイッチ（県大会優勝、九州大会優勝）
　吉住亜里紗、藤田朗史、江本健留、寺野翔、佐藤一志

▽以心伝心（県大会２位、九州大会アイデア賞）　
　岩上佳史、野口圭、村上大周、森友規
【応用部門】
▽ロボハート（県大会２位、九州大会３位）
　山下叡、川部竜誠、飯田素弘、鎌田純平、栗嶋孝一
▽チームトラスト（県大会優勝、九州大会３位）
　佐本真、清水龍成、富田一宇、眞中孝矢、市原大士
【九州オリジナル部門】※全国大会は「映像部門」での競技
▽継魂（県大会優勝、九州大会優勝）
　谷口竜星、灰塚慎、江原圭祐、三浦好稀

くまもと地域づくりフォーラムinみふね

潜在する〝地域力〟で勝負

吉無田高原サッカー大会

御船ＲＥＸ快進撃で上位入賞

　ジュニアサッカー大会（8人制）が12月5日、吉無田
高原で開催され、県内から27チームが参加しました。青
少年の健全育成や観光推進を目的に、今大会で9回目。
御船町からの参加チーム「御船ＲＥＸ」は、１年生の部
が準優勝、2年生と3年生Ａの部が3位に輝きました。
なお、成績は次のとおりです（１位のみ）。
・1年生の部　（8チーム）／アッズリーノ熊本ＳＣ
・2年生の部　（7チーム）／ソレッソ・2年Ｎ
・3年生Ａの部（6チーム）／ソレッソ・3年
・3年生Ｂの部（6チーム）／ＦＣ　ＢＩＧＷＡＶＥ

チャリティーもちつき会

若き原動力、地域活性化へ

　12月23日、チャリティーもちつき会がショッピングセ
ンターマイン駐車場で行われ、師走の買い物客たちでに
ぎわいました。御船町知的障がい者福祉会（髙添節子会
長）が、地域交流を目的に毎年開催。今年は、御船町青年
団（上田浩誠団長）が昨年再結成したことをきっかけに共
催での取り組みとなりました。年末でもあり、つきたて
のもちを買い求めるお客さんも多く、会場は熱気と活気
に溢れていました。上田団長は「これからも地域の行事
などに参加して交流を広げていきたい」と青年団活動へ
意欲的に話されました。

　くまもと地域づくりフォーラムinみふねが12月19
日、カルチャーセンターで開催され、約300人が参加し
ました。フネッピーすこやかスポーツクラブ（竹内昭
剛会長）が主催。地域づくりをキーワードとした住民
と行政の協働のあり方、地域の力を見つめなおそうと
開かれました。講演では、三重県いなべ市の総合型ス
ポーツクラブ、熊本県南関町の放課後子ども教室の活
動事例が発表。さらに、「未来への提言」と題して、主催
者の竹内昭剛さん、御船町商工会長の福味総一郎さん、
木倉公民館長の田中恵三さんが、町内でのスポーツ面
や商工面、地域活動面の熱心な取り組みを発表され、参
加者は終始熱心に傾聴しました。今回のフォーラム
は、7月上旬に御船町で開催される「全国総合型スポー
ツクラブ大会」へ大きな弾みとなったようです。

　吉無田高原で12月3日、七滝中央小学校（佐藤公一郎
校長、57人）と袴野小学校（今村靖男校長、4人）が合同
で、木工教室と植樹を体験しました。これは、ＮＰＯ熊
本環境資源ネットワーク（野口一敏理事長）が主催し、
森林の環境保全を目的に行われました。初めに、同高
原「緑の村」管理センターで、間伐材を使ったプラン
ター作りを体験。続いて、場所を田代地区天ケ瀬へと
移動。山林約１㌶に、ヤマモミジ、コナラ、アラカシな
ど6種類950本の苗木の植樹作業に汗を流しました。
袴野小6年の浅井美咲さん（田代）は、「植樹は初めて。
ＮＰＯの方が丁寧に教えてくれたので楽しく（苗木を）
植えることができた。これから木のことをもっと知っ
て、より深く学んでいきたい」と森の役割や自然保護の
大切さへの認識を深めていました。

昔ながらの臼と杵でのもちつきを手伝う青年団員の藤本直樹さ
ん（左）

3年生の部の予選二試合を失点0に抑え、3位入賞の原動力と
なった御船ＲＥＸの守護神・村上亮選手（滝尾）

全国大会に2年連続で7回目の出場を決めた御船中23人

地域づくりへの熱い想いを6人のパネラーが語ったパネルディスカッション 間伐材で作ったプランターの完成に笑顔の袴野小児童と先生
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い
ち
じ
ん

も
く
せ
い

は
な
し
ぐ
れ

き

か
き

に
わ
さ
き

い
ろ

う

あ
き
さ

き
ざ

け  

さ

は
た 

あ

わ

い
の
し
し

ひ
が
い

き

ま
ち
か
ど

こ  

い
ぬ
ざ

ふ
ゆ

ひ
な
た

し
ぐ
れ 

す

よ
る

み
ち

う
つ

ぬ

し
ゃ
と
う

そ
う

ど
き
ょ
う

か    

そ    

ち

ろ
う
ば

み 

ま
か

か
れ
の

け

た
が
や

た
な
だ

く
ず

は
ら

 

て 

ほ
う

短 　

歌

俳 　

句

肥  

後  

狂  

句
御
船
春
菊
句
会　

大
坪
蕗
子
選

天
狗
会

イ
ラ
ス
ト
は

た
て
に
描
い
て
ね

C o m m u n i t y  M i f u n e

イラスト
コーナー

まちへのみなさんからのお便りをご紹介します。 まちへの

近
、御
船
の
図
書
館
に
行
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

今
ま
で
御
船
に
住
ん
で
い
る
の
に
あ
ま
り
利
用

し
て
い
な
か
っ
た
の
で
す
が
、こ
の
前
テ
ス
ト
勉
強
の
た

め
に
行
っ
て
み
た
ら
集
中
で
き
る
し
、お
も
し
ろ
そ
う
な

本
が
い
っ
ぱ
い
あ
っ
た
の
で
は
ま
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
暇
な
と
き
に
は
家
で
ご
ろ
ご
ろ
し
て
い
な

い
で
図
書
館
に
行
こ
う
と
思
い
ま
す
。

 

（
辺
田
見
16
歳
・
Ｕ
さ
ん
）

　

図
書
館
に
来
て
い
た
だ
い
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
あ
ま
り
大
き
い
図
書
館
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、本
の

ジ
ャ
ン
ル
は
来
館
者
の
要
望
や
リ
ク
エ
ス
ト
に
応
え
ら

れ
る
よ
う
に
工
夫
し
て
い
ま
す
の
で
、興
味
深
い
本
も

入
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
古
典
か
ら
目
ま
ぐ
る
し
く

変
わ
る
現
代
誌
ま
で
、い
ろ
い
ろ
と
読
ん
で
み
て
く
だ
さ

い
。
こ
れ
か
ら
も
図
書
館
の
ご
利
用
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。 

（
図
書
館
担
当
）

い
ち
ゃ
ん
に
図
書
カ
ー
ド
が
当
た
り
ま
し
た
。

ぼ
く
も
図
書
カ
ー
ド
が
ほ
し
い
の
で
ク
イ
ズ
を

出
し
ま
す
。
当
た
っ
た
ら（
か
け
算
の
）九
九
の
も
ん
だ

い
を
買
っ
て
べ
ん
き
ょ
う
し
ま
す
。

（
滝
川
・
Ｒ
く
ん
）

　

Ｒ
く
ん
、
お
は
が
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
、

学
校
で
（
か
け
算
の
）
九
九
を
べ
ん
き
ょ
う
し
て
い
る

の
か
な
？
こ
れ
か
ら
も
こ
う
ほ
う
ク
イ
ズ
に
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
て
、
ど
し
ど
し
は
が
き
お
く
っ
て
く
だ
さ
い
ね
。

そ
し
て
、
べ
ん
き
ょ
う
も
が
ん
ば
っ
て
く
だ
さ
い
ね
。

 

（
広
報
担
当
）

青春昔話青春昔話青春昔話
町内に勤務する先生に、子どものころの
思い出を話してもらうコーナーです。
町内に勤務する先生に、子どものころの
思い出を話してもらうコーナーです。
町内に勤務する先生に、子どものころの
思い出を話してもらうコーナーです。

▼

5
歳
こ
ろ
の
写
真（
右
前
）。
姉
の
運
動
会

で
、写
真
屋
さ
ん
に
お
願
い
し
て
、旧
七
滝

中
学
校
の
木
製
校
舎
を
背
景
に
写
し
て
も

ら
っ
た
思
い
出
の
一
枚
で
す

一  

般  

投  

稿

旬の一枚

ＰN．レモンさん ＰN．マルさん 槌田　れいさん

一
陣
の
風
に
小
花
を
ゆ
り
こ
ぼ
す
木
犀　

今
は
黄
の
花
時
雨平

野　

文
子

庭
先
の
柿
の
熟
れ
色
き
わ
ま
り
て
あ
わ
き
夕
日
も
秋
去
る
兆
し

藤
本　

京
子

耕
さ
ぬ
棚
田
の
葛
の
原
と
な
り
手
法
は
つ
か
ず
立
ち
つ
く
す
の
み

正
宗
タ
ツ
子

猪
の
被
害
よ
そ
ご
と
と
聞
き
い
し
が
今
朝
は
我
が
畑
荒
ら
さ
れ
て
お
り

山
本
志
満
子

街
角
の
ド
ッ
グ
サ
ロ
ン
に
三
匹
の
仔
犬
戯
れ
い
る
冬
の
日
向
に

市
川　

結
子

ま
た
一
人
過
疎
地
に
老
婆
身
罷
り
ぬ
僧
の
読
経
は
枯
野
に
消
ゆ
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

甲
斐
レ
イ
子

気
ま
ぐ
れ
な
時
雨
過
ぎ
し
か
夜
の
道
に
映
る
車
灯
の
濡
る
る　

こ
こ
よ
り

金
森　

英
子

里
山
の
重
り
合
う
て
眠
り
け
り　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

い
つ
の
ひ
ろ

裏
山
に
風
鳴
る
音
の
寒
さ
か
な　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

坂
田
志
美
子

冬
ざ
れ
て
山
路
は
猪
の
跡
ば
か
り　
　
　
　
　
　
　
　

  

丹
生　

則
子

冬
晴
の
大
阿
蘇
谷
に
憩
ひ
け
り　
　
　
　
　
　
　
　
　

  
緒
方　
　

新

山
影
に
羽
音
の
荒
く
鴨
騒
ぐ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  
緒
方　

宣
子

二
人
し
て
昔
話
し
や
鴨
浮
寝　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

常
石　

和
子

一
風
に
木
の
葉
ま
み
れ
の
鴨
の
陣　
　
　
　
　
　
　
　

  

渡
辺
ケ
イ
子

つ
つ
ま
し
く　

三
三
九
度
の
手
が
震
え　
　
　
　
　
　

  

大
川　

吾
作

ぐ
ず
り
ぐ
ず
り　

も
う
乾
杯
の
待
ち
切
れ
ん　
　
　
　

  

増
永　

笑
和

誇
ら
し
げ　

た
ま
た
ま
鯛
の
掛
か
っ
た
つ　
　
　
　
　

  

坂
本　

周
礼

忘
年
会　

身
ぶ
り
手
ぶ
り
の
お
も
し
ろ
さ　
　
　
　
　

  

坂
田　

と
も

負
け
惜
し
み　

後
攻
め
な
ら
ば
勝
っ
と
ら
す　
　
　
　

  

平
野　

千
鶴

気
に
な
る　

急
に
き
れ
い
に
な
っ
た
媽　
　
　
　
　
　

  

吉
田　

楽
園

詫
び
惜
れ
て　

ほ
ん
に
言
葉
の
ご
ろ
の
良
さ　
　
　
　

  

鳥
井　
　

蘭

惚
れ
ち
ゃ
っ
た　

他
に
は
見
え
ん
ご
つ
な
っ
た　
　
　

  

江
藤　

お
竜

無
礼
千
万　

俺
に
君
付
け
す
る
柄
か　
　
　
　
　
　
　

  

河
地　

ゆ
き

謎
め
い
て　

じ
わ
っ
と
注
意
し
な
は
っ
た　
　
　
　
　

  

作
田　

お
光

じ 最
　

私
の
小
さ
い
こ
ろ
は
、
現
在
の
よ
う
に
保
育
園
や
幼

稚
園
も
な
く
、
小
学
校
へ
入
学
す
る
ま
で
の
間
は
家

庭
で
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。

　

母
は
、
よ
く
お
弁
当
を
持
って
近
く
の
野
原
に
連
れ

て
行
って
く
れ
ま
し
た
。
野
原
に
咲
い
て
い
る
花
を
「
花

か
ご
」
に
いっ
ぱ
い
摘
ん
で
、
家
に
持
っ
て
帰
る
こ
と
が

大
好
き
で
し
た
。

　

夜
に
な
る
と
、寝
床
の
中
で
父
に
読
ん
で
も
ら
う「
日

本
昔
話
」
が
と
て
も
楽
し
み
で
し
た
。
分
厚
い
本
の
中

か
ら
、「
今
日
は
ど
の
話
に
す
る
？
」
と
、
姉
弟
と
相

談
し
て
決
め
る
こ
と
も
、
ま
た
楽
し
い
も
の
で
し
た
。

　

当
時
は
物
が
な
い
時
代
で
し
た
。
私
た
ち
が
着
る

洋
服
は
、
す
べ
て
母
の
手
作
り
で
し
た
。
自
分
の
洋
服

が
出
来
上
が
る
の
を
楽
し
み
に
待
って
い
た
記
憶
が
あ

り
ま
す
。
物
は
な
く
と
も
、
心
豊
か
に
育
っ
た
幼
少

期―

。
今
で
も〝
私
の
心
の
宝
物
〞に
な
って
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
時
代
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
今
の
私
を
支
え

る
原
動
力
と
な
って
、
毎
日
を
楽
し
く
暮
ら
せ
て
い
る

の
だ
と
思
い
ま
す
。

　

私
の
小
さ
い
こ
ろ
は
、
現
在
の
よ
う
に
保
育
園
や
幼

稚
園
も
な
く
、
小
学
校
へ
入
学
す
る
ま
で
の
間
は
家

庭
で
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。

　

母
は
、
よ
く
お
弁
当
を
持
って
近
く
の
野
原
に
連
れ

て
行
って
く
れ
ま
し
た
。
野
原
に
咲
い
て
い
る
花
を
「
花

か
ご
」
に
いっ
ぱ
い
摘
ん
で
、
家
に
持
っ
て
帰
る
こ
と
が

大
好
き
で
し
た
。

　

夜
に
な
る
と
、寝
床
の
中
で
父
に
読
ん
で
も
ら
う「
日

本
昔
話
」
が
と
て
も
楽
し
み
で
し
た
。
分
厚
い
本
の
中

か
ら
、「
今
日
は
ど
の
話
に
す
る
？
」
と
、
姉
弟
と
相

談
し
て
決
め
る
こ
と
も
、
ま
た
楽
し
い
も
の
で
し
た
。

　

当
時
は
物
が
な
い
時
代
で
し
た
。
私
た
ち
が
着
る

洋
服
は
、
す
べ
て
母
の
手
作
り
で
し
た
。
自
分
の
洋
服

が
出
来
上
が
る
の
を
楽
し
み
に
待
って
い
た
記
憶
が
あ

り
ま
す
。
物
は
な
く
と
も
、
心
豊
か
に
育
っ
た
幼
少

期―

。
今
で
も〝
私
の
心
の
宝
物
〞に
な
って
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
時
代
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
今
の
私
を
支
え

る
原
動
力
と
な
って
、
毎
日
を
楽
し
く
暮
ら
せ
て
い
る

の
だ
と
思
い
ま
す
。

　

私
の
小
さ
い
こ
ろ
は
、
現
在
の
よ
う
に
保
育
園
や
幼

稚
園
も
な
く
、
小
学
校
へ
入
学
す
る
ま
で
の
間
は
家

庭
で
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。

　

母
は
、
よ
く
お
弁
当
を
持
って
近
く
の
野
原
に
連
れ

て
行
って
く
れ
ま
し
た
。
野
原
に
咲
い
て
い
る
花
を
「
花

か
ご
」
に
いっ
ぱ
い
摘
ん
で
、
家
に
持
っ
て
帰
る
こ
と
が

大
好
き
で
し
た
。

　

夜
に
な
る
と
、寝
床
の
中
で
父
に
読
ん
で
も
ら
う「
日

本
昔
話
」
が
と
て
も
楽
し
み
で
し
た
。
分
厚
い
本
の
中

か
ら
、「
今
日
は
ど
の
話
に
す
る
？
」
と
、
姉
弟
と
相

談
し
て
決
め
る
こ
と
も
、
ま
た
楽
し
い
も
の
で
し
た
。

　

当
時
は
物
が
な
い
時
代
で
し
た
。
私
た
ち
が
着
る

洋
服
は
、
す
べ
て
母
の
手
作
り
で
し
た
。
自
分
の
洋
服

が
出
来
上
が
る
の
を
楽
し
み
に
待
って
い
た
記
憶
が
あ

り
ま
す
。
物
は
な
く
と
も
、
心
豊
か
に
育
っ
た
幼
少

期―

。
今
で
も〝
私
の
心
の
宝
物
〞に
な
って
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
時
代
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
今
の
私
を
支
え

る
原
動
力
と
な
って
、
毎
日
を
楽
し
く
暮
ら
せ
て
い
る

の
だ
と
思
い
ま
す
。

上
野
保
育
園　

梅
田
恭
子　

園
長

　
　
（
御
船
町
上
野
出
身
・
60
歳
）

心
豊
か
に
育
っ
た
幼
少
期

心
豊
か
に
育
っ
た
幼
少
期

心
豊
か
に
育
っ
た
幼
少
期

このコーナーでは、みなさんからのお便りをお待ちしています。
どんなことでもかまいません。どしどしお送りください。広報クイズの答えもお忘れなく。

《あて先》 〒861-3296 御船町役場「おたより」係　※住所を書かなくても届きます。

《Eメールアドレス》　kanri@town.mifune.lg.jp
※匿名希望の場合は、氏名の横にその旨を明記してください。ペンネームでもかまいません。

携
帯
電
話
と
か
け
て
方
言
と
解
く

そ
の
こ
こ
ろ
は
ど
ち
ら
も
（
県
外
・
圏
外
）
で
は
通
じ
ま
せ
ん

内
村　

孝
子

ハ
ト
ポ
ッ
ポ　

ど
こ
へ
飛
ぶ
の
か　

マ
ニ
フ
ェ
ス
ト　

  

新
宅　

末
廣

仁
田
峠　

紅
葉
鑑
賞
が
樹
氷
に
な
る　
　
　
　
　
　
　

  

松
山　

和
美

先生の

12月13日、間伐やミニ門松づくり体験が田代地区下山で開催。御
船学童保育どんぐりクラブの児童や保護者など約40人が参加。
御船小４年の柿本彩花さん（左）と森田愛加さん（右）は、「ミニ門松
を家の玄関に飾って正月を迎えたい」と笑顔で話していました。
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ムゾラシカムゾラシカムゾラシカ
可
愛
い
孫
と
一
緒
に
暮
ら
す

お
じ
い
ち
ゃ
ん
・
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に

孫
の
話
を
し
て
も
ら
う
コ
ー
ナ
ー
で
す
。

※「ムゾラシカ」は御船弁で「可愛らしい」の意味です。

ニック先生の英会話

English-Japanese
VOL.27

Turn Right to the Department Store
デパートへは右に曲がって

Ken ： I’m lost. Can you please give me directions?
Bob ： Sure. No problem. Where do you want to go?
Ken ： Umm, I want to go to the Department store.
Bob ： The department store? That’s easy.   　　　　　

From here, go straight to the next light. 　　　　　
Turn left there… 

Ken ： Pardon me? One more time please.
Bob ： Turn left there.
Ken ： Ok. Then what?
Bob ： Then turn right at the next intersection and you will 

see the Department store on your right.
Ken ： Really? Ok, I got it. Thanks!

和訳例

ケ　ン　：道に迷いました。教えてもらえませんか？
ボ　ブ　：うん、いいですよ。どこに行きたいのですか？
ケ　ン　：えっと…デパートに行きたいんですが…。
ボ　ブ　：デパートですか？簡単ですよ。
　　　　　ここからは、次の信号までまっすぐ行って、左

　に曲がって…。
ケ　ン　：すみません、もう一回言ってください。
ボ　ブ　：そこで、左に曲がってください。
ケ　ン　：分かりました。そして？
ボ　ブ　：そして、次の交差点で右に曲がると、右手にデ

　パートが見えてきますよ。
ケ　ン　：本当ですか？分かりました。ありがとう！

広報クイズ広報クイズ広報クイズ
　問題をよく読んで、3つの答えの中から
正しいものを選び、ハガキに書いて送って
ください。全問正解者の中から抽選で15人
の方に、図書カードをプレゼントします。

問① 御船町の寅年生まれは（１月12日現在）
で何人いるでしょうか？の男性・女性
の人数は何人でしょう？

　 Ａ―1，500人
　 Ｂ―1，512人
　 Ｃ―500人

（ヒント・4・5ページ）

◉応募方法
　ハガキに答え（例、①－Ａ）とあなたの住
所、氏名、年齢を書いて、〒861‒3296御船
町役場「広報クイズ」係まで郵送してくだ
さい。（コメントやイラストもお待ちし
ております）

◉締め切り 
　平成22年1月31日㊐　（当日消印有効）

◉10月号の正解
　①-Ａ ②-Ｃ ③-Ｂ ④-Ｃ ⑤-Ａ 

◉10月号の当選者
　応募総数27通で全問正解者は26通でした。
　抽選の結果、次の10人に図書カードをお
送りします。（敬称略）

　梅本里衣奈（辺田見）／志水　京子（　陣　）
瀬戸　妙子（滝　尾）／福岡　夏妃（御　船）
藤原　怜音（滝　川）／寺野　翔　（豊　秋）
那須　慎一（木　倉）／東　　美結（上　野）
鶴野　哲也（滝　川）／増田紀久子（木　倉）

問題

麻井基利くん（1歳）
田代（平成21年1月11日）

あさ  い    き    り

じぃじ、あ～ちゃん大スキ!!
ボールとお手玉がぼくのお
気に入りだよ!!
（尚稔お父さん　純子お母さん）

お父さん大好き！基利の笑顔
はわが家の宝物です。元気に
大きくなってね!!
（勝利お父さん　佳代お母さん）

河部奏仁くん（1歳）
上野（平成21年1月25日）

かわ べ    かな  と

元気で1歳になりました。
これからも笑顔をたやさず
に大きくなってね!!
（忠嗣お父さん 　千佐恵お母さん）

前田鈴乃ちゃん（1歳）
滝川（平成21年1月3日）

まえ  だ  すず  の

３歳のお誕生日おめでとう。
これからも由奈ちゃんと仲良
くね。
（強史お父さん　ひろみお母さん）

髙森未侑ちゃん（3歳）
高木（平成19年1月4日）

たかもり  み   ゆう

とってもおしゃべり上手な
ゆうと君!!みんな、ゆうと
君が大好きだよ♥
（克己お父さん　孝枝お母さん）

牧山雄登くん（2歳）
滝川（平成20年1月22日）

まきやま ゆう  と

笑顔が可愛い俊はお父さん
お母さんの宝物。あんよが
できたら外で遊ぼうね。
（公大お父さん　智美お母さん）

渡邉　俊くん（1歳）
滝川（平成21年1月22日）

わたなべ　　 しゅん

暖かくなったらじいちゃん
散歩に連れて行ってね!!
陸兄ちゃんだ～いスキ♥
（陽介お父さん　久美お母さん）

宮部優花ちゃん（1歳）
木倉（平成21年1月24日）

みや  べ   ゆう  か

愛想がよく人見知りをしない
のでみんなに可愛がられます。
あんよも上手になったよ！
（祐司お父さん  由香里お母さん）

緒方彩七ちゃん（1歳）
木倉（平成21年1月14日）

お   がた あや  な

来月号は、2月にお誕生日を迎える満1歳から満3歳までの“みふねのアイドル”を募集します。
掲載希望の方は、1月29日㊎までに役場総務課広報担当（☎282-1111）までお申し込みください。

ち
っ
ち
ゃ
な
お
手
伝
い
さ
ん

ち
っ
ち
ゃ
な
お
手
伝
い
さ
ん

ち
っ
ち
ゃ
な
お
手
伝
い
さ
ん

　

飲
食
業
を
営
ん
で
い
る
わ
が
家
は
6
人
家
族
。
昼
間
は

家
族
揃
っ
て
お
店
の
準
備
。
夜
働
い
て
い
る
た
め
、
昼
間

の
孫
と
の
時
間
を
大
切
に
過
ご
し
て
い
ま
す
。
長
女
の
未

侑
は
歌
が
大
好
き
で
マ
イ
ク
を
持
つ
と
ノ
リ
ノ
リ
で
、
次

女
の
由
奈
は
お
姉
ち
ゃ
ん
の
ま
ね
っ
こ
が
得
意
で
す
。
夕
方

お
店
が
オ
ー
プ
ン
す
る
前
に
は
自
宅
へ
戻
る
孫
た
ち
で
す

が
、
時
々
姉
の
未
侑
は
お
店
に
残
り
、
大
好
き
な
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
の
お
手
伝
い
を
し
て
く
れ
ま
す
。
そ
ん
な
可
愛
い

孫
た
ち
は
家
族
み
ん
な
に〝
元
気
〞を
く
れ
る
、
な
く
て
は

な
ら
な
い
大
切
な
存
在
で
す
。　
　

 
 

（
話
／
晴
美
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
）

高
森　

紀　

範
さ　

ん
（
高
木
・
69
歳
）

　
　
　

晴　

美
さ　

ん
（
68
歳
）

　
　
　

未　

侑
ち
ゃ
ん
（
3
歳
）

　
　
　

由　

奈
ち
ゃ
ん
（
１
歳
）

わたしにとっての
日本一日本一

わたしにとっての
日本一

連載
21

　

私
の
所
属
す
る
Ｊ
Ａ
か
み
ま
し
き
女
性
部
御
船
育

苗
部
会
は
、
野
菜
や
花
の
苗
の
販
売
と
、
安
心
安
全

に
欠
か
せ
な
い
堆
肥
づ
く
り
に
取
り
組
み
、
御
船
町

を
中
心
に
家
庭
菜
園
の
普
及
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
道
の
り
を
振
り
返
っ
て
み
ま
す
と
、

昭
和
57
年
に
、
家
庭
菜
園
の
充
実
、
健
康
の
増
進
、

地
産
地
消
の
野
菜
づ
く
り
を
望
む
声
か
ら
、Ｊ
Ａ
御

船
女
性
部
が
誕
生
し
ま
し
た
。
昭
和
63
年
か
ら
、Ｊ

Ａ
御
船
支
所
の
駐
車
場
脇
に
青
空
無
人
市
を
開
設
し

て
、
女
性
部
で
作
っ
た
野
菜
の
直
売
を
は
じ
め
ま
し

た
。
そ
し
て
平
成
2
年
、
女
性
部
活
動
の
一
つ
と
し

て
、「
野
菜
育
苗
部
会
」
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

　

現
在
、
ナ
ス
、
ピ
ー
マ
ン
な
ど
夏
野
菜
の
苗
を
37

品
目
50
種
類
と
、サ
ル
ビ
ア
な
ど
花
の
苗
を
15
品
目
、

合
わ
せ
て
10
万
本
の
苗
を
育
て
て
い
ま
す
。

　

女
性
部
は
、
27
年
間
の
活
動
で
培
っ
た
経
験
を
活

か
し
て
、
農
業
後
継
者
の
育
成
、
地
域
農
業
の
発
展

の
た
め
に
育
苗
事
業
を
継
続
し
て
い
ま
す
。
心
と
体

の
健
康
へ
と
つ
な
が
る
家
庭
菜
園
を
、
一
人
で
も
多

く
の
方
に
自
ら
の
手
で
作
れ
る
〝
食
の
安
全
の
架
け

橋
〞
と
し
て
築
き
あ
げ
る
こ
と
が
願
い
で
す
。

心と体の健康は家庭菜園にあり

野口　英子 さん

（木倉・73歳）カントリー（小坂）裏には、育苗用の堆肥をはじめ、ハウス
内に今夏の野菜や花の苗を約10万本育てている女性部御
船育苗部会の野口さん
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町
で
は
、臨
時
職
員
の
登
録
を
随
時
受
け

付
け
て
い
ま
す
。
登
録
希
望
の
方
は
、役
場

総
務
係
に
て
、手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、業
務
の
繁
忙
や
欠
員
な
ど
の
状
況
に

よ
っ
て
随
時
雇
用
を
行
い
ま
す
の
で
、必
ず

し
も
ご
希
望
に
添
え
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

▼
募
集
職
種

・
一
般
事
務（
パ
ソ
コ
ン
に
精
通
し
た
者
）

・
保
育
士（
要
資
格
）

・
調
理
員
、給
食
員

▼
受
付
期
間

　

午
前
8
時
30
分
〜
午
後
5
時
30
分

　
　
　
　
（
土
・
日
曜
日
・
祝
日
を
除
く
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

役
場
総
務
課
総
務
係

　

☎
2
8
2
-1
1
1
1

　
　
　
　
　
（
内
線
2
1
8
）

　

町
で
は
、国
が
進
め
る「
地
域
情
報
通
信
基

盤
整
備
事
業
」（
光
フ
ァ
イ
バ
ー
事
業
）に
取

り
組
み
、平
成
23
年
3
月
か
ら
の
供
用
開
始

を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
事
業
を
進
め
る
た
め
に
、既
に
在
る

電
柱
に
光
フ
ァ
イ
バ
ー
を
架
け
ら
れ
る
か
の

調
査
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
調
査
で
は
、①
電
柱
が
立
つ
私
有
地

へ
の
立
ち
入
り
②
車
両
を
路
肩
に
停
車
③
電

柱
の
確
認
―
な
ど
の
作
業
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、こ
の
調
査
に
従
事
す
る
作
業
員
は
、

町
発
行
の
身
分
証
明
証
を
携
行
し
て
い
ま
す
。

　

み
な
さ
ま
に
は
、ご
心
配
や
ご
迷
惑
を
お

か
け
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
調
査
期
間

　

１
月
下
旬
〜（
約
２
カ
月
間
を
予
定
）

▼
調
査
区
域　

御
船
町
全
域

▼
問
い
合
わ
せ

　

役
場
総
務
課
電
算
係

　

☎
2
8
2
-1
1
1
1（
内
線
3
7
5
）

　

農
林
水
産
省
で
は
、「
世
界
農
林
業
セ
ン
サ

ス
」（
平
成
22
年
2
月
１
日
現
在
）を
行
い
ま

す
。
こ
の
調
査
は
、国
の
農
林
業
・
農
山
村

地
域
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
で
す
。

１
月
中
旬
か
ら
調
査
員
が
農
林
業
関
係
者
の

方
々
を
訪
問
し
て
、調
査
票
に
農
林
業
の
経

営
状
況
な
ど
の
記
入
を
お
願
い
し
ま
す
。
調

査
票
に
記
入
し
て
い
た
だ
い
た
内
容
は
、統

計
以
外
の
目
的
に
は
使
用
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
、

正
確
な
記
入
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

・
県
地
域
振
興
部
統
計
調
査
課

　

☎
3
3
3
-2
1
7
9

・
役
場
企
画
財
政
課
企
画
振
興
係

　

☎
2
8
2
-1
1
1
1（
内
線
2
2
5
）

　

県
内
各
地
で
、山
の
間
伐
や
ク
ヌ
ギ
の
伐

採
作
業
中
の
死
亡
事
故
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

事
故
発
生
が
多
い
作
業
は
、木
の
伐
採
で
す
。

作
業
を
行
う
際
は
、①
木
の
高
さ
1
・
5
倍
の

範
囲
内
に
人
が
い
な
い
こ
と
を
確
認
②
木
が

倒
れ
る
と
き
の
合
図
③
作
業
は
、な
る
べ
く

二
人
以
上
―
な
ど
を
特
に
注
意
し
て
、安
全

な
木
の
伐
採
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、か
か
り
木
の
伐
採
や
投
げ
倒
し
、

枝
切
り
、元
玉
切
り
は
厳
禁
で
す
。
専
門
の

道
具
や
ウ
イ
ン
チ
を
使
う
な
ど
安
全
な
方

法
を
選
ん
で
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

役
場
経
済
振
興
課
農
林
企
画
係

　

☎
2
8
2
-1
1
1
1（
内
線
2
4
5
）

　

県
で
は
、在
住
外
国
人
の
方
が
地
域
で
快

適
な
生
活
を
送
る
た
め
の
支
援
策
と
し
て
、

国
際
相
談
コ
ー
ナ
ー
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

　

入
管
法
に
関
す
る
手
続
き
、住
宅
、医
療
、

国
際
結
婚
、就
労
、教
育
な
ど
各
種
情
報
の

提
供
や
生
活
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

　

相
談
は
、来
訪
、電
話
、Ｆ
Ａ
Ｘ
、メ
ー
ル

の
い
ず
れ
で
も
可
能
で
す
。
日
・
英
・
中
・

韓
・
ス
ペ
イ
ン
の
5
ヶ
国
語
に
対
応
し
て

い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
相
談
場
所　

県
国
際
協
会（
県
庁
内
）

▼
受
付
時
間

▶役場（保健センター含む）
 ☎282‒1111
▶教育委員会
　（カルチャーセンター）
 ☎282‒0888
▶スポーツセンター
 ☎282‒4111
▶恐竜博物館
 ☎282‒4051
▶天君ダム
 ☎284‒2057
▶御船町甲佐町衛生施設組合
　（ゴミ焼却場） ☎282‒0688
▶吉無田高原「緑の村」
 ☎285‒2210
▶養護老人ホーム「オアシス」
 ☎282‒0459
▶浄水センター
 ☎282‒7066
▶御船地区衛生施設組合
　（し尿処理場） ☎282‒2970
▶社会福祉協議会
 ☎282‒0785
▶上益城消防署
 ☎282‒1955
▶御船警察署
 ☎282‒1110
▶上益城地域振興局
 ☎282‒2111
▶御船保健所
 ☎282‒0016
▶御船町地域包括支援センター
 ☎282‒2911
▶眺世庵
 ☎282‒0806

生活便利帳

Good Life Information

お
知
ら
せ

　

平
日
／
午
前
10
時
〜
午
後
4
時

▼
問
い
合
わ
せ

　

県
国
際
協
会　

☎
3
8
5
-4
4
8
8

　

土
地
や
建
物
な
ど
を
売
っ
た
と
き
の
利
益

は
譲
渡
所
得
と
し
て
、税
金
が
か
か
り
ま
す
。

譲
渡
所
得
は
、土
地
や
建
物
な
ど
を
売
っ
た

金
額
か
ら
、取
得
費
、譲
渡
費
用
を
差
し
引
い

て
計
算
し
ま
す
。

　

土
地
や
建
物
な
ど
を
売
っ
た
と
き
の
税
金

や
申
告
書
の
作
成
や
提
出
の
方
法
で
分
か
ら

な
い
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、最
寄
り
の
税

務
署
ま
で
お
気
軽
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

熊
本
東
税
務
署

　

☎
3
6
9
-5
5
6
6（
自
動
音
声
案
内
）

　

御
船
地
区
衛
生
施
設
組
合
で
は
、地
球
温

暖
化
現
象
を
通
し
て
、「
地
球
に
や
さ
し
い
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
利
用
」を
呼
び
か
け
る
啓
発
ポ

ス
タ
ー
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
優
秀
な
作
品

に
は
賞
状
と
副
賞
を
授
与
し
ま
す
。

▼
応
募
資
格

　

御
船
町
、甲
佐
町
、益
城
町
、嘉
島
町
に
在

住
の
小
学
４
年
生
以
上
中
学
生
以
下

▼
応
募
内
容　

▽
テ
ー
マ「
地
球
に
や
さ
し

い
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
」▽
ポ
ス
タ
ー
・
Ｂ

4
サ
イ
ズ（
縦
・
横
書
き
自
由
）▽
作
品
は

一
人
一
点
▽
ポ
ス
タ
ー
裏
面
に
学
校
名
、

学
年
、氏
名
を
明
記

※
貼
り
絵
、パ
ソ
コ
ン
利
用
の
作
品
は
不
可

▼
応
募
期
間　

12
月
１
日
㊋
〜
１
月
29
日
㊎

▼
問
い
合
わ
せ

　

御
船
地
区
衛
生
施
設
組
合
事
務
局

　

☎
2
8
2
-2
9
7
0

　

地
域
産
物
や
食
文
化
の
理
解
、豊
か
な
食

生
活
を
実
践
す
る
た
め
の「
御
船
町
食
育
推

進
計
画
」が
つ
い
に
完
成
し
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、「
御
船
町
食
育
推
進
計
画
」の
表

紙
を
飾
る
イ
ラ
ス
ト
を
募
集
し
ま
す
。

　

御
船
町
に
住
む
す
べ
て
の
方
が
、食
へ
の

正
し
い
理
解
と
健
康
な
食
生
活
を
応
援
で
き

る
イ
ラ
ス
ト
を
描
い
て
、ど
し
ど
し
応
募
し

て
く
だ
さ
い
。

▼
応
募
資
格　

御
船
町
在
住
の
方

▼
応
募
内
容　

▽
テ
ー
マ「
食
べ
て
元
気
！

こ
こ
ろ
育
む　

み
ふ
ね
町
」▽
Ａ
４
サ
イ

ズ（
横
書
き
）▽
ポ
ス
タ
ー
裏
面
に
住
所
、

氏
名
、年
齢
を
明
記

※
貼
り
絵
、パ
ソ
コ
ン
利
用
の
作
品
は
不
可

▼
応
募
締
期
間

　

１
月
15
日
㊎
〜
２
月
15
日
㊊

▼
問
い
合
わ
せ

　

役
場
保
健
衛
生
課
保
健
予
防
係

　

☎
2
8
2
-1
1
1
1
（
内
線
1
6
4
）

 

 
 

 

農
林
業
セ
ン
サ
ス
に
ご
協
力
だ
く
さ
い

光
フ
ァ
イ
バ
ー
整
備
事
業
に
着
手

１
月
下
旬
か
ら
現
地
調
査
を
開
始

御
船
町
臨
時
職
員
の
登
録
を

受
け
付
け
て
い
ま
す

募　

集

環
境
ポ
ス
タ
ー
を
募
集
中
で
す

御
船
町
の
食
育
を
応
援
す
る

イ
ラ
ス
ト
を
大
募
集
し
ま
す

間
伐
や
伐
採
作
業
は
ご
注
意
を

国
際
相
談
コ
ー
ナ
ー
で
安
心
生
活

土
地
や
建
物
を
売
っ
た
ら

申
告
が
必
要
と
な
り
ま
す

省エネのススメ省エネのススメ省エネのススメ
家族で challenge ！ 地球を change!!

FILE❷

エアコン　編

省エネ行動と省エネ効果省エネ行動と省エネ効果省エネ行動と省エネ効果

「冬の室温は 20℃、
　　　　　　つける時間は短めに」

冬の暖房時の室温は20℃を目安にすると･･･
年間で電気 53.08kWhの省エネ　約 1,170円の節約
※外気温度 6℃の時、エアコン（2.2kW）の暖房設定温度
を 21℃から 20℃にした場合（使用時間：9時間／日）

暖房は必要なときだけつけると･･･
年間で電気 40.73kWhの省エネ　 約 900円の節約
※暖房を１日１時間の短縮をした場合（設定温度：20℃）

フィルターを月に１回か２回清掃すると･･･
年間で電気 31.95kWhの省エネ　 約 700円の節約
※フィルターが目詰まりしているエアコン（2.2kW）と、
フィルターを清掃した場合の比較

省エネ　レッスン

快適空調のコツ
・ドア、窓の開閉は少なく。
・厚手のカーテンを使用。床まで届く長いカーテンの
方が効果的。
・扇風機を併用。暖まった空気を循環させましょう。
※適度に換気をしましょう
室外機のまわりに物をおかない
室外機は風通しの良い場所に設置しましょう。　　
周囲はきちんと整理整頓も忘れずに。

（参考資料／省エネルギーセンター「家庭の省エネ大事典」）

電子部品・デバイス・電子回路、電気機械
器具、情報通信機械器具製造業の最低賃金

自動車・同附属品製造業、船舶製造・修理
業、舶用機関製造業の最低賃金

百貨店、総合スーパーの最低賃金

紡績業、ねん糸製造業、織物業、
靴下製造業の最低賃金（改定なし）

▼問い合わせ　熊本労働局賃金室　☎355‒3202

12月15日（火）から熊本県産業別最低賃金が改正

696円(時間額)

746円(時間額)

695円(時間額)

695円(時間額)
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▼
上
益
城
郡
フ
リ
ー
マ
ン
モ
ス
大
会

（
10
月
13
日
／
山
都
町
営
グ
ラ
ウ
ン
ド
）

１
位
／
寺
中
３（
益
城
町
）　

２
位
／
杉
堂（
同
）　

３
位
／
津
森
役
員（
同
）

▼
町
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

（
10
月
26
日
／
町
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
）

１
位
／
津
ケ
峰　
　

２
位
／
中　

野

３
位
／
南
田
代
１　

４
位
／
小
川
野

▼
社
会
福
祉
協
議
会
へ

　
【
香
典
返
し
】

　

（
ご
芳
名
）　

（
住
所
）　

 

（
故
人
）

𠮷
村　

大
助
様
（
御　

船
）　

美
智
代
様

本
田　

敏
江
様
（
七　

滝
）
吉
田
ア
ヤ
子
様

麻
井　

實　

様
（
田　

代
）　

キ
ヨ
コ
様

加
藤　

敬
之
様
（　

陣　

）　

ト
ミ
子
様

坂
本　

保
治
様
（
木　

倉
）　

安　

子
様

宅
本　

清
美
様
（
小　

坂
）　

定　
　

様

本
田　

友
美
様
（
滝　

尾
）　

ヨ
シ
ヱ
様

荒
木　

正
廣
様
（
上　

野
）　

鐵　

次
様

　
【
一
般
寄
付
】　

山
川　

長
行　
　
　
　
　

様
（
滝　

川
）

▼
養
護
老
人
ホ
ー
ム
へ

キ
ッ
チ
ン
ふ
じ　
　
　
　

様
（
滝　

川
）

と
ら
や　

福
寿
亭　
　
　

様
（
滝　

川
）

ク
レ
イ
ン
パ
レ
ス
藤
木
屋　

様
（
御　

船
）

Ｊ
Ａ
Ｍ
井
関
農
機
労
働
組
合
熊
本
支
部
様

▼
一
ノ
瀬
優
希
様
（
高
木
）

　

女
子
プ
ロ
ゴ
ル
フ
ァ
ー
の
一
ノ
瀬
優
希
選

手
（
御
船
高
校
卒
）
が
、
町
の
介
護
予
防
事

業
に
役
立
て
よ
う
と
、
金
50
万
円
を
寄
附
さ

れ
ま
し
た
。

　

一
ノ
瀬
選
手
は
、
2
0
0
9
年
度
女
子
プ

ロ
ラ
ン
キ
ン
グ
39
位
。
今
年
も
昨
年
に
続

き
、
2
年
連
続
で
シ
ー
ド
権
を
獲
得
。
現

在
、
人
気
実
力
と
も
に
兼
ね
備
え
、
将
来
を

期
待
さ
れ
る
選
手
の
一
人
で
す
。

　

今
年
4
月
16
日
〜
18
日
に
は
、
熊
本
空
港

カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
（
益
城
町
）
で
開
催
さ

れ
る
「
西
陣
レ
デ
ィ
ー
ス
ク
ラ
シ
ッ
ク
」
へ

の
出
場
を
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
御
船
町
を
代
表
す
る
一
ノ
瀬

選
手
を
町
全
体
で
応
援
し
な
が
ら
盛
り
上
げ

て
い
き
ま
す
。

安心安全の窓
問い合わせ
・御船警察署交通安全課
　☎282‒1110
・役場総務課地域・防災係
　☎282‒1111（内線213）

目指そう
〝交通死亡事故ゼロの町〟

御船町交通死亡事故
ゼロ継続日数　624日

路
上
駐
車
は
絶
対
に
ダ
メ

人
命
に
関
わ
る
事
態
に
も

寄　

付

善
意
の
輪

大
切
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

　
「
ち
ょ
っ
と
の
時
間
だ
か
ら
大
丈
夫
」

「
駐
車
場
ま
で
遠
い
か
ら
面
倒
く
さ

い
」、
こ
の
よ
う
な
理
由
で
道
路
に
駐

車
し
て
い
ま
せ
ん
か
？

　

御
船
警
察
署
に
は
、
多
く
の
苦
情
が

寄
せ
ら
れ
、
周
囲
の
人
に
迷
惑
を
か
け

て
い
る
こ
と
を
認
識
し
て
く
だ
さ
い
。

　

さ
ら
に
、
路
上
駐
車
は
次
の
よ
う
に

法
律
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

▽
車
庫
法　

道
路
を
駐
車
場
（
保
管
場

所
）
と
し
て
使
用
し
た
場
合
、

「
3
ヶ
月
以
下
の
懲
役
、
ま
た
は
20

万
円
以
下
の
罰
金
」

▽
道
路
交
通
法　

放
置
駐
車
、
交
差
点

や
曲
が
り
角
付
近
の
駐
（
停
）
車
し

た
場
合
、「
15
万
円
以
下
の
罰
金
」

▼
御
船
警
察
署
か
ら
の
お
願
い

　

路
上
駐
車
は
、
火
災
や
災
害
、
急
病

人
の
搬
送
な
ど
、
緊
急
時
に
消
防
車
や

救
急
車
の
通
行
を
妨
害
し
て
、
人
命
に

関
わ
る
取
り
返
し
の
つ
か
な
い
事
態
を

引
き
起
こ
し
ま
す
。
地
域
住
民
と
し
て

の
モ
ラ
ル
を
守
り
、
車
は
責
任
を
持
っ

て
管
理
し
て
く
だ
さ
い
。

▼ 交通事故発生状況

※累計は１月からの数値です。
※日数と件数は12月末現在です。

交通事故 

人身事故

物損事故 

▼ 犯罪発生状況
　犯罪区分

自販機ねらい

車上ねらい

自転車盗難

オートバイ盗難

自動車盗難

空き巣

累　計

12件

9件

6件

5件

0件

2件

12月中

1件

0件

0件

0件

0件

0件

累　計

 51件

351件

12月中

0件

37件

そ
の
他

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

山本孝二町長に目録を贈る一ノ瀬優希選手（左）

号砲
第31回御船町地区対抗駅伝大会

2月2１日（日）　　
第31回御船町地区対抗駅伝大会

2月2１日（日）　　
第31回御船町地区対抗駅伝大会

2月2１日（日）　　

▼開会式　御船町役場正面玄関前　午前9時30分

▼区　間　（コース・対象者・距離・通過予定時刻）

▼開会式　御船町役場正面玄関前　午前9時30分

▼区　間　（コース・対象者・距離・通過予定時刻）

▼開会式　御船町役場正面玄関前　午前9時30分

▼区　間　（コース・対象者・距離・通過予定時刻）
１区／御船町役場前
　　　　　　　（小学生女子）
２区／倉岡商店倉庫前
　　　　　　　（中学生男子）
３区／元リプラテック前
　　　　　　　（一般女子）
４区／甘木橋
　　　　　　　（50歳以上男子）
５区／下高野橋
　　　　　　　（フリー）
６区／倉岡商店倉庫前
　　　　　　　（小学生男子）
７区／御船町役場前
　　　　　　　（中学生女子）
８区／倉岡商店倉庫前
　　　　　　　（フリー）
９区／元リプラテック前
　　　　　　　（フリー）
10区／下高野橋～御船町役場
　　　　　　　（フリー）

１区／御船町役場前
　　　　　　　（小学生女子）
２区／倉岡商店倉庫前
　　　　　　　（中学生男子）
３区／元リプラテック前
　　　　　　　（一般女子）
４区／甘木橋
　　　　　　　（50歳以上男子）
５区／下高野橋
　　　　　　　（フリー）
６区／倉岡商店倉庫前
　　　　　　　（小学生男子）
７区／御船町役場前
　　　　　　　（中学生女子）
８区／倉岡商店倉庫前
　　　　　　　（フリー）
９区／元リプラテック前
　　　　　　　（フリー）
10区／下高野橋～御船町役場
　　　　　　　（フリー）

1.5㌔・10:00

2.4㌔・10:05

1.2㌔・10:14

1.2㌔・10:17

2.6㌔・10:20

1.5㌔・10:28

1.5㌔・10:33

2.4㌔・10:38

2.4㌔・10:42

4.1㌔・10:52

1.5㌔・10:00

2.4㌔・10:05

1.2㌔・10:14

1.2㌔・10:17

2.6㌔・10:20

1.5㌔・10:28

1.5㌔・10:33

2.4㌔・10:38

2.4㌔・10:42

4.1㌔・10:52

▼問い合わせ
　教育委員会社会教育課社会体育係　☎282‒4111

▼問い合わせ
　教育委員会社会教育課社会体育係　☎282‒4111

▼問い合わせ
　教育委員会社会教育課社会体育係　☎282‒4111

議会との意見交換会　　議会との意見交換会　　議会との意見交換会　　開催

Photo ／昨年11月29日に開催された御船町議会基本条例シンポジ
ウム（御船町議会主催）。「御船町議会基本条例」制定に
向けた取り組みは県内外から多くの注目を集めている

第4回
マニフェストまちづくり大会

第4回
マニフェストまちづくり大会

第4回
マニフェストまちづくり大会

2月14日（日）開催2月14日（日）開催2月14日（日）開催

　山本町長が掲げるマニフェスト（約束）の進ちょくな
どを町民へ報告する「マニフェストまちづくり大会」。
今回は、スペシャルゲストに、元総務大臣の増田寛也氏
が来町決定。日本で初めてマニフェストを作成された
経緯、これからの地域主権での地方自治体のあり方な
ど、豊富な経験や事例を交えた講演は必見です。

元総務大臣〝増田寛也氏〟がやってくる元総務大臣〝増田寛也氏〟がやってくる元総務大臣〝増田寛也氏〟がやってくる

▼時　間　午後１時～（午後0時30分開場）

▼場　所　カルチャーセンター大ホール

▼内　容
・講　　演　増田寛也氏（元総務大臣）
・町長報告　「御船町の現状と課題」など
・パネルディスカッション（討論会）
▽パネラー／増田寛也氏、御船町民3名、田中隆敏御
　船町議会議長、山本孝二御船町長
▽コーディネーター／神吉信之氏

▼問い合わせ　役場総務課秘書係　☎282－1111（内線203）

ますだ・ひろや
東京大学法学部卒。建設省(現国
土交通省)、千葉県警察本部交通
部交通指導課長、茨城県企画部鉄
道交通課長などを経て、平成7年
に岩手県知事就任。平成19年に
総務大臣就任。現在、㈱野村総合
研究所顧問、東京大学公共政策大
学院客員教授を勤める。東京都
出身。59歳。
（写真／㈱野村総合研究所 提供）

Photo ／昨年9月に開催された「マニフェストまちづくり大会」。
蒲島郁夫熊本県知事、大住清昭合志市長、北里耕亮小国町長が参加し
て、マニフェストの取り組みや事例発表に約400人が傾聴した。益々過
熱し進化する〝御船版マニフェスト〟は全国自治体の先頭を目指し突
き進む

▼開催日　１月 30日（土）・31日（日）

▼時　間　午後６時 30分

▼場　所　１月 30日㊏（七滝中央小学校多目的室）
　　　　　１月 31日㊐
　　　　　　　（カルチャーセンター２階大会議室）

▼内　容　町民にわかりやすく、町民の意見を多く
取り入れた「御船町議会基本条例」を作
るために、議会との意見交換会を行いま
す。当日は、１月中旬に配布しました資
料をご持参ください。

▼問い合わせ　役場議会事務局
　　　　　　　☎２８２―１１１１(内線３１２)
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Monthly  Capricious  MenuChild  School  Dinosaur Library

恐竜時代への旅

白亜紀の〝御船ワニ〟

第8話

御船層群で発見された御船ワニの化石の部位（下）と、
御船ワニの想像図（上）（絵／同館・宮本厚子）

　

水
の
中
か
ら
突
然
姿
を
現
し
、
動
物

た
ち
に
襲
い
か
か
る
ワ
ニ
の
姿
は
、
私

た
ち
に
恐
怖
を
与
え
ま
す
。
現
在
、
ワ

ニ
類
は
主
に
熱
帯
地
域
に
分
布
し
、
日

本
に
住
む
私
た
ち
に
は
身
近
な
生
物
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
恐
竜
時
代
の
御
船

で
は
、
水
辺
の
住
人
だ
っ
た
よ
う
で
す
。

　

ワ
ニ
類
は
、
三
畳
紀
後
期
に
出
現
し
、

現
在
ま
で
生
き
残
っ
て
い
る
爬
虫
類
で

す
。
現
生
で
は
、
ク
ロ
コ
ダ
イ
ル
、
ア

リ
ゲ
ー
タ
ー
、
ガ
ビ
ア
ル
の
仲
間
が
知

ら
れ
て
い
ま
す
。
昔
は
陸
上
で
生
活
す

る
動
物
だ
っ
た
よ
う
で
、
恐
竜
と
同
じ

直
立
し
た
姿
勢
を
し
て
い
ま
し
た
が
、

や
が
て
水
中
生
活
に
適
応
し
て
腹
ば
い

の
姿
勢
に
変
わ
っ
て
い
っ
た
と
考
え
ら

れ
て
い
ま
す
。
中
生
代
を
と
お
し
て
は
、

原
始
的
な
ワ
ニ
類
が
多
数
を
占
め
て
い

ま
し
た
が
、
後
半
に
な
っ
て
現
生
の
グ

ル
ー
プ
が
現
れ
ま
し
た
。

　

御
船
層
群
の
ワ
ニ
類
は
、
古
い
タ
イ

プ
の
ワ
ニ
類
で
は
な
く
、
現
生
の
ワ
ニ

類
と
同
じ
グ
ル
ー
プ
に
属
し
ま
す
。
こ

の
グ
ル
ー
プ
の
ワ
ニ
類
化
石
は
北
ア
メ

リ
カ
の
白
亜
紀
後
期
の
地
層
で
は
発
見

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
ア
ジ
ア
で
は
ほ
と

ん
ど
見
つ
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。「
中
生

代
後
半
に
出
現
し
た
新
し
い
ワ
ニ
類
が

大
絶
滅
を
乗
り
越
え
て
ど
の
よ
う
な
進

化
を
と
げ
て
き
た
の
か
？
」。
御
船
の

ワ
ニ
の
化
石
は
、
中
生
代
末
期
の
ワ
ニ

類
の
分
布
と
進
化
に
新
た
な
情
報
を
も

た
ら
す
貴
重
な
化
石
な
の
で
す
。

（
文
・
写
真
／
恐
竜
博
物
館
・
池
上
直
樹
）

ＤＡＴＡ

さ
ん
じ
ょ
う
き

は
ち
ゅ
う
る
い

新
し
い
一
歩
を
ふ
み
出
す
「
み
ふ
ね
っ
子
」

学校自慢

御
船
小
学
校

御
船
小
学
校

御
船
小
学
校

町立図書館　カルチャーセンター１Ｆ 
☎ 282‒0888　休館日／毎週月曜日

L i b r a r y   I n f o r m a t i o n

00K おすすめ  今月の本
ジーン・ワルツ

わたしとあそんで
マリー・ホール・エッツ　絵・著

よだじゅんいち　訳

　幼い女の子が動物たちと仲良く
なっていく様子が描かれていて、
絵に引きこまれながら子どもたち
は温かく幸せな気持ちになってい
くのではないでしょうか。

海堂　尊　著

　どこまでが医療で、どこまでが
人間に許される行為なのか。強烈
なキャラクターが魅せる最先端医
療ミステリー !

最相　葉月　著

　分子を生きたまま見る？南極に
空気の石がある？日本の薬がアフ
リカの感染症を治す？21世紀の科
学を支える人たちはなにを見てい
るのか。

ビヨンド・エジソン

新刊書情報
12月は47冊の本が入りました

◉児童書（14冊）
自然科学／インフルエンザ③感染症と医学の歴史（田代眞人 著）
よみもの／あまんきみこセレクション （あまんきみこ 著）
哲　　学／こども哲学①～⑦自由ってなに？  （オスカーブルニフィエ 著）

◉一般書（33冊）
伝　　記／ダーウィンが信じた道 （ムーア・ジェイムズ 著）
雑　　誌／ミセス2010.1月　　　　　　  （文化出版局 著）
経　　済／会計士パパから娘への手紙  （山田　侑 著）

子育て日記 お母さんは見守り隊！！

長男・咲吾くん（５歳・左）

次男・　巧くん（２歳・右）

　わが家の子どもたち…モータースポー
ツ観戦が大好きな長男・咲吾と、次男・
巧の二人兄弟です。いつも少々のけんか
は手を出さずに見守っています。「わかる
ように優しい言葉でね」と言うと自然と
仲良く遊べているようです。これ以上で
きないという時も「見てるから頑張って
みて！」と言うと投げ出さず頑張ってく
れます。夏は保育園から帰ると毎日のよ
うに行っていた咲吾のモトクロスバイク
の練習や近所の散歩も、日が短かくなり
週末だけになりました。子どもたちも「遊
び」が十分にできないこともあり、心が
満たされなくなる時期のようです。でき
るだけ、わが家ではテレビを消して絵本
を読んだり絵を描いたり、家族の時間を
大切に使うように心がけています。
（文・写真／酒向文子お母さん・田代）

（みふねデコボコ文庫）

あいさつ運動に取り組む子どもたち

１学期のファミリー給食の様子

　

御
船
小
学
校
は
、
大
正
７
年
創
立
の
、
歴

史
と
伝
統
あ
る
学
校
で
す
。

　

本
校
は
、「
人
に
や
さ
し
く
・
す
す
ん
で

学
習
・
元
気
な
あ
い
さ
つ
」
の
三
つ
の
学
校

教
育
目
標
の
実
現
に
向
け
、
毎
日
の
教
育
活

動
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。

　

特
に
２
学
期
は
、
あ
い
さ
つ
運
動
に
力
を

入
れ
ま
し
た
。

　
「
自
分
か
ら
・
元
気
な
声
で
・
だ
れ
に
で

も
」
を
合
言
葉
に
取
り
組
み
、
校
内
外
に
気

持
ち
の
よ
い
あ
い
さ
つ
が
響
く
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
た
て
わ
り
班
に
よ
る
「
フ
ァ
ミ

リ
ー
給
食
」、全
校
体
育
な
ど
を
通
じ
て
、全

校
児
童
が
仲
良
く
接
す
る
こ
と
が
で
き
て

い
ま
す
。上
級
生
が
下
級
生
の
面
倒
を
よ
く

見
て
い
て
、優
し
さ
あ
ふ
れ
る
学
校
で
す
。

　

そ
ん
な
御
船
小
学
校
も
、
来
年
度
か
ら
い

よ
い
よ
校
舎
改
築
に
取
り
か
か
り
ま
す
。こ

れ
ま
で
数
回
の
検
討
委
員
会
な
ど
を
経
て
、

大
ま
か
な
デ
ザ
イ
ン
は
で
き
た
よ
う
で
す
。

ど
ん
な
新
校
舎
が
で
き
る
か
、
今
か
ら
心
待

ち
に
し
て
い
ま
す
。

（
文
・
写
真
／
御
船
小
学
校 

）
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櫛
村　

真　

道

河
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椛

柏
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理

久
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明
寿
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岩
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智　

春

緒
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野
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彩
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こ
こ
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野
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輔

真
田　
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坂　

凌 ま
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み
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も
み
じ

 

ま          
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あ    
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か

と
も       

は
る

 

る    

い    
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ら    

う    

る

は
る       

の
ぶ

お
う       

す
け

 

せ          

あ

       

あ
や  

も

ま
い

い
さ         

み

あ
ん

し
ゅ
ん    

す
け

し
ず
く

り
ょ
う

滝　

川

木　

倉

木　

倉

木　

倉

水　

越

辺
田
見

上　

野

滝　

川

辺
田
見

高　

木

滝　

川

木　

倉

滝　

川

小　

坂

御　

船
陣陣

木　

倉

幸　

太

和　

也

聖　

徳

徹　

也
智

英　

人

亮　

二

信　

助

聖　

也

真
太
郎

敬　

介

祐　

也

和　

隆

洋　

一

秀　

光

弘　

稔
透晃

の 

う
ご
き

人氏　

名　
　
　

  

保
護
者　

  

住　

所

うぶごえ

（
68
歳
）

（
87
歳
）

（
82
歳
）

（
71
歳
）

（
94
歳
）

（
86
歳
）

（
83
歳
）

（
87
歳
）

（
94
歳
）

（
80
歳
）

（
52
歳
）

（
67
歳
）

（
75
歳
）

御　

船

田　

代

滝　

尾

小　

坂

辺
田
見

　

陣
木　

倉

滝　

尾

上　

野

水　

越

御　

船

辺
田
見

田　

代

12･

1
12･

5
12･

8
12･

11
12･

11
12･

12
12･

13
12･

20
12･

21
12･

25
12･

26
12･

27
12･

29

氏　

名　
（
年
齢
）  

死
亡
日  

住　

所

おくやみ

12
月
1
日
〜
12
月
31
日
届
出
分 

（
敬
称
略
）

東経　130 度 48 分
北緯　 32度 42分
面積　99.0 ㎞²
町木　もっこく
町花　ふじ

人口　（平成 21年12
　　　　　　　　　　 前月比
男　　 8,718 人 （＋14 人）男　　 8,718 人 （＋14 人）男　　 8,718 人 （＋14 人）
女　　 9,586 人 （－７ 人）女　　 9,586 人 （－７ 人）女　　 9,586 人 （－７ 人）
計　 18,304 人 （＋７ 人）計　 18,304 人 （＋７ 人）計　 18,304 人 （＋７ 人）
世帯数 6,892世帯（＋７世帯）世帯数 6,892世帯（＋７世帯）世帯数 6,892世帯（＋７世帯）

人口　（平成 21年12月末現在）
　　　　　　　　　　 前月比

女　　  人 （  人）
計　  人 （  人）
世帯数 世帯（ 世帯）

人口　（平成 21年12月末現在）
　　　　　　　　　　 前月比
男　　 8,718 人 （＋14 人）男　　 8,718 人 （＋14 人）男　　 8,718 人 （＋14 人）
女　　 9,586 人 （－７ 人）女　　 9,586 人 （－７ 人）女　　 9,586 人 （－７ 人）
計　 18,304 人 （＋７ 人）計　 18,304 人 （＋７ 人）計　 18,304 人 （＋７ 人）
世帯数 6,892世帯（＋７世帯）世帯数 6,892世帯（＋７世帯）世帯数 6,892世帯（＋７世帯）

DATADATA

在）在）

恐竜の郷　御船町
きょうりゅう    　さと　　    み  ふね まち

高齢化率  27.2％
※高齢化率は、65歳以上の人が
　人口に占める割合です。

町長室

Mifune Town

Kumamoto

7日㊐

7日㊐

11日㊍

14日㊐

21日㊐

28日㊐

泰泉堂牟田医院

古閑整形外科胃腸科医院

大久保耳鼻咽喉科医院

香田整形外科

小糸整形外科

たなか内科眼科

☎282-0216 

☎284-2010 

☎282-3900 

☎237-2811 

☎282-0050 

☎235-7235
※変更となる場合があります。
　電話で確認してから受診ください

休日当番医

お出かけ情報

くらしの保健 2月
如月

保健カレンダー

元気クラブカレンダー
2日㊋

8日㊊

9日㊋

4日㊍

1日㊊

12日㊎

4日㊍

5日㊎

10日㊌

3日㊌

場所：御船町憩いの家／時間：午前10:00～正午

場所：滝尾公民館／時間：午前10:00～正午

場所：水越公民館／時間：午前10:00～正午

場所：木倉公民館／時間：午前10:00～正午

場所：下高野公民館／時間：午前10:00～正午

場所：陣多目的集会所／時間：午前10:00～正午

場所：七滝公民館／時間：午前10:00～正午

場所：上野公民館／時間：午前10:00～正午

場所：上田代中央公民館／時間：午前10:00～正午

場所：北田代公民館／時間：午後1:30～3:30

【御船、辺田見、滝川地区】

【滝尾地区】

【水越地区】

【木倉地区】

【高木地区】

【小坂、陣、豊秋地区】

【七滝地区】

【上野地区】

【田代東部地区】

【田代西部地区】

※会場は、すべて保健センターとなります
問 保健センター　☎282‒1111

※地域ごとに、開催日などを掲載しています
問 御船町地域包括支援センター　☎282‒2911

I N FOR M A T ION

✂（
キ
リ
ト
リ
線
）

みふね初市
開催日／2月27日㊏・28日㊐
時　間／午前9：00～午後5：00                

※時間は一部変更の可能性あり
場　所／本町通り（3丁目～上荒瀬）
内　容／上益城郡のトップを切って開かれる「みふ

ね初市」。本町通りを歩行者天国にして、植
木や瀬戸物、初市飴などが出店。連日多く
の人でにぎわいます。

問い合わせ／町商工会　☎282-0322

春の訪れを告げる恒例の「みふね初市」。見てまわるだ
けでも楽しさいっぱい。あれこれ眺めているうちに、つ
いついお財布のひもが緩みそうな予感。

𠮷
村
美
智
代

麻
井
キ
ヨ
コ

増
永　

久
敏

宅
本　
　

定

吉
田
ア
ヤ
子

加
藤
ト
ミ
子

坂
本　

安
子

本
田
ヨ
シ
ヱ

荒
木　

鐡
次

岩
山
ナ
ツ
エ

杉
田
貴
美
子

坂
口　

吟
一

浅
井　

軍
勝

12月の主なうごき

▲左から、松原区長、月岡さん、溝内さん、山本町長。これか
　らの「木戸屋工芸村計画」をかずら工房一室で意見交換

吉
田　

光　

一

三
本　
　

傑

五
嶋　

政　

則

山
口　

裕　

也

（
守
田
）理　

香

（
田
代
）恵　

子

（
田
島
）由
美
子

（
西
山
）　

香

12・2
12・12

12・12
12・18

高　

木

熊
本
市

滝　

尾

滝　

川

熊
本
市

上　

野

滝　

尾

嘉
島
町

氏
名　
（
旧
姓
）　  

婚
姻
日　

 

住　

所

むすばれ

国民健康保険税　　　　　9期

介護保険料　　　　　　　9期

後期高齢者保険料　　　　8期

納　期　日 3月1日㊊
口座振替日 3月1日㊊

あんしん納税
 自立に向けた地域づくり
　昨年12月25日、田代地区木戸屋の「かずら工房」を訪
問しました。この工房では、近くの山から松原公生区
長が採取したかずらを使って、同工房の月岡惠美子さ
んが多彩なアートを製作しておられます。実際に作品
を拝見しますと、何気ないただのかずらからは想像も
できないようなアートが生まれ、感動を覚えます。ま
た、溝内清さんも盆栽の栽培を手がけておられます。 
マスコミ関係からも追跡取材を受けておられ、今年10
月19日から熊本市の県伝統工芸館で個展を開くことも
決まっているそうです。 このように山間部でも、地域
素材を利用した地域づくりが活発に行われています。
そして3月下旬、鹿児島県鹿屋市柳谷（やねだん）から
豊重哲郎氏の講演会「行政に頼らない村おこし」を計画
しています。まちづくりのヒントが満載です。多くの
皆さまのご参加をお待ちしています。

1日

2日
3日

4日

5日

6日

7日

8日

9日
10日

11日
15日

16日

17日

18日

19日

20日
21日

22日
23日

24日

25日
28日

魅力ある地域づくり講演・広島県
豊平地域自治振興会。（～2日）
総合型スポーツクラブの打合せ。
給食問題の打合せ。次世代育
成支援後期行動計画策定委員
委嘱状交付。餅﨑武久氏叙勲
受賞祝賀会（消防友の会）。
各小・中学校長から学校の運
営聞き取り
御船町消防団夫婦同伴での意
見交換会。グリーンフェスタin
吉無田ジュニアサッカー大会。
玉虫宮座「節頭回し」。みふね
校区地域づくり「ホワイエコ
ンサート」。木戸屋ミニ集会。
学園都市構想代表者会議及び
教育フォーラム反省会。議会全
員協議会。給食問題の打合せ。
非常勤職員辞令交付。嘱託員
会定例会。
バイオマスタウン事業の打合せ。
第4回御船町議会定例会（～
14日）。餅﨑武久氏叙勲受賞祝
賀会（上野区）。御船中学校「ロ
ボットコンテスト」表敬訪問。
民主党県支部へ提言活動。                          
水越区嘱託会懇親会。

安全・安心な町の実現に向けた
御船町・御船警察署連絡会議。
施設検討委員会。御船町土木
建設協会懇親会。
ＪＡ上益城と打合せ。御船町
消防団正・副団長分団長会議。
マニフェスト意見交換会。
県企業誘致と白岩工業団地の
打合せ。民生委員児童委員定
例会・交流会。御船町地域水田
農業推進協議会。年末特別警
戒・交通事故防止合同出発式。
くまもと地域づくりフォーラ
ムinみふね。御船高校ロボコン
日本一Ｖ奪還優勝祝賀会。
中辺田見区餅つき大会。
御船小学校校舎基本設計説明。
議会全員協議会。町づくり検討
委員会。御船町保護司会反省会。
行革推進本部会議。
第17回スピーチコンクール
（DNC）審査員。
固定資産評価審査委員辞令交
付。ファームポンドの打合せ。
木戸屋工芸品等の視察。
長崎県波佐見町議会議員来庁。仕
事納め式。年末警戒巡回（～30日）。

対象者：H21.9月～10月生／受付：午前10:00

対象者：H21.6月生／受付：午前9:00

対象者：H18.11月～12月生／午後1:00

対象者：１歳～4歳／受付：午後2:30～3:30

対象者：生後3～90か月未満／受付：午後1:00～1:45

対象者：生後3～6か月未満／受付：午後1:00～1:45

対象者：H21.4月生／受付：午前9:30

対象者：妊婦／受付：午後1:00

対象者：妊婦／受付：午後1:30

受付：午前8:30～午後5:30(土･日･祝日･第一水曜日は除く)

【4か月児健診】

【7か月児健診】

【3歳児健診】

【フッ素塗布】

【三種混合予防接種】

【BCG予防接種】

【10か月児相談】

【母子手帳交付】

【マタニティクラス】

【健康相談】

3日㊌

3日㊌

3日㊌

3日㊌

5日㊎

9日㊋

23日㊋

23日㊋

23日㊋

随　時

16日㊋

22日㊊

23日㊋

25日㊍

15日㊊

26日㊎

18日㊍

19日㊎

24日㊌

17日㊌
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▼
い
よ
い
よ
平
成
22
年
が
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。
日
頃
か
ら
広
報
み
ふ
ね
を
ご

愛
読
い
た
だ
き
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
▼
広
報
担
当
の
ゆ
ち
ゃ
ん
と
、○
く

ん
が
、毎
月
の
締
め
切
り
に
追
わ
れ
な
が

ら
粉
骨
砕
身
で
取
材
し
、記
事
を
作
成
し

て
い
ま
す
。
よ
り
多
く
の
町
民
の
皆
さ

ま
に
読
ん
で
い
た
だ
く
た
め
、マ
ン
ネ
リ

化
し
な
い
よ
う
に
と
、特
集
、文
字
の
大

き
さ
、写
真
の
入
れ
方
、全
体
の
レ
イ
ア

ウ
ト
を
ど
う
す
る
か
な
ど
、手
前
味
噌
で

す
が
よ
く
頑
張
っ
て
い
ま
す
▼
暗
い

ニ
ュ
ー
ス
が
多
い
昨
今
で
す
が
、本
年
が

皆
さ
ま
に
と
っ
て
少
し
で
も
良
い
年
に

な
る
こ
と
を
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。    

○

▼
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
皆
さ
ま
は
、お
正
月
を
ど
の
よ
う
に

過
ご
さ
れ
ま
し
た
で
し
ょ
う
か
。
私
は
、

同
級
生
10
数
名
の
〝
ミ
ニ
同
窓
会
〞
に

参
加
し
、近
況
や
中
学
生
の
頃
の
思
い
出

に
と
時
間
を
忘
れ
、旧
交
を
温
め
ま
し
た
。

次
回
の
同
窓
会
も
、元
気
で
再
会
で
き
る

よ
う
健
康
管
理
を
再
認
識
し
た
正
月
で

し
た
▼
平
成
22
年
が
皆
さ
ま
に
と
っ
て

よ
い
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
お
祈
り
し
ま

す
。  　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

        

○

▼
年
明
け
早
々
か
ら
、と
て
も
パ
ワ
フ
ル

な
お
じ
い
ち
ゃ
ん
に
出
会
い
ま
し
た
。

な
ん
と
84
歳
で
現
役
の
居
合
道
愛
好
家
。

一
日
一
日
を
大
切
に
、目
標
を
持
っ
て
生

活
し
て
お
ら
れ
ま
す
。
園
田
さ
ん
、6
段

昇
段
試
験
、挑
戦
で
き
た
ら
い
い
で
す
ね
。

応
援
し
て
い
ま
す
。
素
敵
な
出
会
い
を

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。　
　

     

ゆ

▼
広
報
マ
ン
新
年
の
誓
い
―
。「
今
年
も

町
の
宣
伝
部
長
と
し
て
、い
い
笑
顔
、い

い
景
色
を
見
つ
け
に
出
掛
け
ま
す
」▼
今

年
も
多
く
の
出
会
い
と
発
見
が
あ
れ
ば
、

こ
の
町
を
も
っ
と
好
き
に
な
れ
そ
う
な

予
感
が
し
ま
す（
照
）。　
　
　
　
　

  

○

編

集

後

記

※御船川は、熊本の伝統野菜「水前寺菜」を御船町がブランド化したものです。
　町内６店舗（かあちゃん市、ＪＡみふね青空市、黒潮市場、酒井商店、 きくや、米村商店）をはじめ、鶴屋百貨店、
　サンリブ、マルショク、ハローグリーンの県内主要店舗で販売中です。詳しくは、役場経済振興課農林企画係（☎282-1111）まで
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利正仁

消消
産産地
レ
シ
ピ

材料

健やかな年を願い長蛇の列

　田代地区浅の藪で12月23日、年末恒例の門松
づくりが行われました。浅の藪老人クラブ（野
口昭夫会長）が新年の帰省客などを迎えるため
の行事で、今年15回目。門松の材料は、竹や松、
梅など7種類で、すべて地元産の材料を使用。
約3時間かけて、高さ約3㍍の門松4基が完成
すると、集落の玄関口となる西原村方面と益城
町方面の町道二箇所に設置されました。野口会
長は、「帰省客に気持ちのいい新年を浅の藪で
過ごしてもらいたい」と話されていました。

　お正月の飲食で胃もたれしている人、体重が少々 気になっている人に
お勧めする一品は御船川を使った「ヘルシーサラダ」です。どんな野菜
とも相性は抜群で、あっさりとした食感もプラスして栄養も満点。油っこ
い食べ物やお酒で疲れている胃をやさしく保護してくれます。さらには、
身体に無理のないダイエットまでできる嬉しい特典付のメニューです。

手作り門松で新年を共に手作り門松で新年を共に手作り門松で新年を共に

今年の門松づくりには、浅の藪老人クラブの17名が参加。毎年欠かさずに心を込めて作る
門松は、最高のおもてなしとして帰省客に喜ばれている

御船川の穂先………………
インゲン……………………
とうもろこし………………
ゴーヤ………………………
ニンジン ･…………………
キュウリ（ジャバラ切）    ……
赤パプリカ…………………
青ピーマン…………………
ミニトマト…………………
大根…………………………
塩……………………………
だし汁………………………
薄口しょうゆ………………
和風ドレッシング……

材料（4人分）

4本
4本

1/2本
1/5本
1/4本
1本

1/3個
1個
8個
約5㌢
少々
適宜
4ｇ

大さじ1/2

エネルギー
タンパク質
脂質
炭水化物
カルシウム 
鉄
塩分

52kcal
2.2ｇ
0.3ｇ
10.7ｇ
24mｇ
0.7mｇ
1.0ｇ

栄養価（１人当たり）
①御船川の穂先を水洗いします。
②インゲン、とうもろこし、ゴーヤ、ニンジン、赤パプリカ
　を塩ゆでにします。
③ミニトマト、青ピーマンを切って水にさらします。
　大根は薄めのだしで下味をつけておきます。
④お好みのドレッシングなどをかければ出来上がり。

作り方（所要時間約15分）

副菜副菜
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